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おいしい手料理
　ちょっと晴れがましい新春気分のひととき、正月料理に
飽きたら手作りケーキで気分を変えて楽しいティータイム
をどうぞ。

＜材料＞18×７パウンド型1本分
●さつまいも…(小)1本
●バター…5ｇ
●薄力粉…100g
●ベーキングパウダー…小さじ2分の1強

≪下準備≫
1.玉子、バターは室温に戻しておく。
2.薄力粉とベーキングパウダーを合わせ、ふるっておく。
3.ケーキを焼く型にバター(分量外)を塗って紙を敷いておく。
4.オーブンをセ氏180度に熱しておく。

＜作り方＞
① さつまいもはところどころ皮をむき、5～10ミリ角に切って水に
　 さらす。
② ライパンにバターを解かし、水気を拭いたさつまいもを、色が黄
　 色く鮮やかになるまでソテー。バットなどに移して余分な油分を
　 取っておく。
③ バターとグラニュー糖を、ボールの中で泡立て器で白っぽくふわ
　 ふわになるまでよく混ぜる（バターは指で押して跡が付くくらい
　 柔らかい状態に）。
④ 解きほぐした玉子を③に2～3回に分けて加え入れ、その都度よく
　 混ぜる。
⑤ ふるった粉類を④に再度ふるい入れ、ゴムのへらで粉っ気がなく
　 なるまで混ぜる。
⑥ 生地の３分の１量を型に入れたところで、切っておいたさつまい
　 もの半量をちらし入れ、残りのさつまいもは、残りの生地を型に
　 入れた上に散らして、最後にゴマを散らす。
⑦ 予熱したオーブンに型に入った生地を入れ、35～40分程度焼く。
　 竹串を刺して何もついてこなければ焼き上がり。
⑧ 粗熱が取れたら出来上がったケーキを型から出し、完全に冷めた
　 ら完成。

　薄力粉の20～30％をアーモンドプードルに換えて加えると、さら
にコクのある仕上がりになります。冷めたらラップで包み、4、5日
間は冷蔵庫で保存可能です。召し上がる時に室温に戻しましょう
（パウンドケーキは、通常冷蔵庫で1カ月間ほど保存できますが、こ
のケーキは傷みやすいさつまいもを使っているので、お早めに召し
上がってください）。

（高橋　美智子さん）

【食べて健康・豆知識】
　手作りのケーキは自己流にアレンジが効き、さつまいもの代わり
にお正月に残った黒豆なども代用できそうです。
　黒豆を入れる場合は、豆に小麦粉をまぶしておくと沈まないで仕
上がります。お子さんと一緒に作ってみましょう。家族みんなでお
いしいお菓子を楽しむことで、冬休みの思い出にもなります。
　ただし、パウンドケーキはバターや砂糖などが入るので、カロリ
ーは高めです。ケーキを10等分に切り分けると、１切れで200㌔
㌍になります。

　　　　　　　　　　　（住民福祉課栄養士　中村　弘美さん）

▼平成19年度 まちの家計簿

▼平成の名水「大雪旭岳源水」ボトリング工場、いよいよ具体化へ始動
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。
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あ
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。
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。

　
昨
年
は
い
く
つ
か
の
本
州
各
県

の
市
町
村
を
見
て
刺
激
を
受
け
ま

し
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「
写
真
の
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見
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て
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。
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。
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。
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。
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迎
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。
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。
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狭
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。
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献
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献
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。
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と
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。
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と
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引
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世
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介
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し
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。
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ニ
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論
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介
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ことしもよろしくお願いいたします
衛生費

（5.1％）205,808千円

諸支出費
（6.9％）
283,087千円
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新 年謹 賀

クレジットカード、デビットカードを使用できます

どうぶつのハイヤーが目印!!

東交ハイヤー
☎82-2530
フリーダイヤル
0120-280-224

受付時間

午前7時～午後11時20分

ことしもよろしくお願いいたします
元旦は休業/2日以降通常営業

受付時間

午前7時～午後11時20分

第2回東川大写真展入選作品から

「入魂」
種野信篤さん撮影

CONTENTS
年頭のご挨拶
○「自然と福祉」環境の向上と地産地消…「写真の町」東川町長　松岡市郎
○「原点回帰」の年に…東川町議会議長　浜辺　啓

平成19年度まちの家計簿
東川町職員の給与・職員数のあらまし
平成の名水「大雪旭岳源水」ボトリング工場、いよいよ具体化へ始動
○源水の泉源近くに新工場－東南アジア、中近東へも販路検討

まち・タウン
○アフリカを救え―アフリカ写真展、本町で道内初開催
○初のラトビア写真展、道草館で開く
○１団体３個人を町長表彰
○長生きの秘けつは水にある―藤田東京医科歯科大名誉教授が講演　　ほか

新春対談
町長コラム「飲水思源（いんすいしげん）」
○米（Come）の地産地消は幸せ（Happy）を呼ぶ！
◇短歌・俳句

新刊図書・ビデオ案内「新年特別版」
大雪山の素顔
○「森の長老たち」…大雪山ネイチャーガイド　塩谷秀和さん

カナダからの風にのせて
○No.5  笑顔で接客…英語指導助手　リンズィー・マクドナルドさん
○エイゴのマナビカタ
　第56回「自然発酵」…英語教育指導員　宮地晶子さん

町の風　雑記抄
○「夢と希望の小学校」…前中央分館長　尾池隆男さん

大雪地区広域連合からのお知らせ
○保険料の納付は、口座振り替えが選べます

大豊作記念 全長お米プレゼント
くらし・ネットワーク
○2月2日は町税第4期の納期限です
○償却資産（固定資産税）の申告期限は2月2日です
○人形劇の観劇会があります
○「産科医療補償制度」が始まりました　　ほか

子育てチャンネル
○「みんなちがって、みんないい」…永楽寺住職　永江竜心さん

保健だより
○減塩味噌汁で家族そろって生き生き健康！

おいしい手料理
○「さつまいものパウンドケーキ」…高橋美智子さん
◇食べて健康・豆知識…住民福祉課栄養士　中村弘美さん
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ことしもよろしくお願いいたします

まちの家計簿

軽自動車税（1.5％）12,700千円

入湯税（2.5％）20,532千円

たばこ税（5.6％）45,946千円

町民税
（39.1％）
323,056千円

固定資産税
（51.3％）
424,469千円

その他（4.9％）201,041千円
商工費（4.3％）176,876千円

農林業費（5.0％）203,320千円

衛生費
（5.1％）205,808千円

衛生費
（5.1％）205,808千円

諸支出費
（6.9％）
283,087千円

諸支出費
（6.9％）
283,087千円

教育費
（8.9％）
361,191千円

土木費
（12.0％）
491,428千円

公債費
（13.7％）
560,415千円

民生費
（13.9％）
566,766千円

総務費
（25.3％）
1,033,541千円

その他

繰入金

分担金及び負担金

地方譲与税

使用料及び手数料

諸収入

町債

国・道支出金

町税

地方交付税

0 500,000 1,000,000 1,500,000 2,000,000

　42.2%　1,777,352
　41.0%　1,802,250

　19.6%　826,703
　15.4%　679,107

　12.3%　513,939
　11.5%　502,573

　7.9%　330,658
　14.2%　626,500

　4.0%　166,719
　3.9%　169,334

　3.4%　141,008
　3.2%　138,466

　0.7%　30,796
　0.7%　31,993

　0.1%　  1,912
　0.4%　16,858

　7.4%　317,684
　6.2%　276,393

　2.4%　102,026
　3.5%　154,920

積立金・その他

繰出金

利子

元金

単独事業

補助事業

維持補修費・扶助費

物件費

補助費等

人件費

0 200,000 400,000 600,000 800,000 1,000,000

　21.0%　856,641
　20.2%　862,207

　18.9%　772,502
　18.8%　800,077

　17.5%　713,044
　15.2%　647,313

　6.3%　257,583
　5.7%　244,031

　12.7%　516,466
　11.5%　490,006

　1.9%　  79,498
　9.0%　381,350

　2.3%　94,105
　2.2%　94,754

　4.5%　184,097
　3.9%　165,593

　3.5%　143,227
　2.6%　112,984

　11.4%　466,310
　10.9%　462,425

平成19年度

平成18年度

平成19年度

平成18年度

■各会計平成19年度決算額

■一般会計平成19年度性質別決算額（前年度比較）

会計区分

4,208,797

1,359

36,862

190,727

434,451

663,399

4,872,196

4,083,473

1,212

36,620

187,544

432,647

658,023

4,741,496

125,324

147

242

3,183

1,804

5,376

130,700総　合　計

計

国保診療所

公共下水道事業

簡易水道事業

国民健康保険

特　

別　

会　

計

一般会計

差引額歳　　出歳　　入

単位：千円

単位：千円

単位：千円

歳入　42億879万7千円

歳出　40億8,347万3千円

町税の内訳

目的別歳出の内訳
消
費
的
経
費

投
資
的
経
費

公
債
費

そ
の
他

町　税
826,703千円

歳出総額
4,083,473千円

受付時間

午前7時～午後11時20分

　

平
成
19
年
度
は
、
第
３
期
新
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
最
終
年

次
で
し
た
。

　

一
般
会
計
の
ほ
か
特
別
会
計
４
会
計
の
決
算
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

全
会
計
で
使
わ
れ
た
金
額
は
47
億
4
、
1
5
0
万
円
。
う

ち
一
般
会
計
で
40
億
8
、
3
4
7
万
円
が
使
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
決
算
は
、
第
３
回
定
例
会
（
９
月
）
に
提
案
さ
れ
、

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
を
経
て
、
第
４
回
定
例
会

（
12
月
）
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
19
年
度

ま
ち
の
家
計
簿
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その他

投資的経費

繰出金

公債費

物件費

人件費

H19H18H17H16H15

補助費等

扶助費

その他

町税

地方交付税

H19H18H17H16H15

町債

国・道支出金

■性質別歳入決算額の推移 ■性質別歳出決算額の推移

1,853,977

611,205

739,500

544,312

772,098

1,781,523

639,911

650,100

609,885

1,017,989

1,751,822

668,933

594,100

674,416

829,362

1,802,250

679,107

626,500

502,573

787,964

1,777,352

826,703

330,658

513,939

760,145

950,386

665,670

148,515

545,650

523,834

399,686

984,127

242,125

977,468

699,440

168,282

933,234

524,630

220,332

909,717

177,250

874,284

675,016

177,828

757,581

532,438

179,540

1,089,263

130,583

862,207

647,313

180,387

800,077

557,179

165,593

871,356

176,628

856,641

713,044

190,914

772,502

560,415

184,097

595,964

209,896

単位：千円 単位：千円

町の予算及び決算についてのお問い合わせは、
役場企画総務課企画財政室まで☎82-2111（内線225）

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

500

1,000

1,500
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2,500

50

100

150

200

250

0
H19H18H17H16H15

0

特別会計

一般会計

2,015

1,977 1,983 2,040
2,138

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

H19H18H17H16H15

特
別
会
計
起
債
残
高

臨
時
財
政
対
策
債
残
高

一
般
会
計
起
債
残
高
（
臨
財
債
除
く
）

■平成19年度末の町債（借金）残高 ■平成19年度末の基金（貯金）残高
一般会計（臨財債含む）
特別会計
合計
（ただし、国が補てんする額も含まれています）

一般会計
特別会計
合計

53億7,894万円
20億5,927万円
74億3,821万円

21億3,831万円
899万円

21億4,730万円
（単位：百万円）（単位：百万円）
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　町債現在高については、H13より地方交付税からの
振替による臨時財政対策債発行で増加しているもの
の、通常債の発行額を当該年度起債償還額以内に目標
を設定し、19年度末の一般会計町債現在高は53億
7,894万円、前年度比1億3,566万円（▲2.5％）減とな
りました。
　特別会計分の現在高は20億5,927万円、前年度比
6,065万円（▲2.9％）減となりました。

　基金については、財政調整基金による財源不足分
の取崩しを予定していたが、歳出で効率的な事業執
行と可能な限りの経費の節減により、取り崩しはな
く、19年度末の一般会計基金現在高は21億3,831万
円、前年度比9,867万円（4.8％）増となりました。
　特別会計分は899万円、前年度比3,010万円（▲
77.0％）の減となりました。

■平成19年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率
　地方公共団体の財政の健全化に関する法律（以下「財政健全化法」という。）が平成19年6月に成立、公布されま
した。
　この法律は、町の財政の運営状況を比率で表し、基準以上となった場合には、運営状況を見直すための計画を作成
し、財政の健全化に努めなければなりません。         　
　財政健全化法に基づく東川町の健全化判断比率及び資金不足比率は、以下のとおりです。

※実質赤字比率及び連結実質赤字比率は、すべての会計において赤字額がないため、「－」で記載しています。
※実質公債費比率は、地方債の元利償還金などの公債費や公債費に準じた経費を標準財政規模を基本とした額で割ったもので3ヵ年
　の平均値を表しています。早期健全化基準以内となっています。
※将来負担比率は、将来的に負担することが見込まれる実質的な負担額を把握し、負担の償還に充てることができる基金などを差
　し引いた額を、標準財政規模を基本とした額で割ったもの。早期健全化基準以内となっています。

※資金不足比率は、特別会計において赤字額がないため、「－」で記載しています。
※一般会計等の実質赤字にあたる公営企業会計における赤字額について、公営企業の事業規模に対する比率となります。

健全化判断比率の状況

将 来 負 担 比 率 38.8 350.0

実 質 赤 字 比 率 － 15.0 20.0
連結実質赤字比率 － 20.0 40.0
実質公債費比率 13.8 25.0 35.0

区 分 決算数値 早期健全化基準 財政再生基準

資金不足比率の状況（公営企業会計）

－簡易水道事業特別会計 20.0
下水道事業特別会計 － 20.0

区 分 決算数値 経営健全化基準

■平成19年度に実施した主な事業　…一般会計で実施した主な投資的事業を掲載しました。

■町民１人当たりにすると　…金額は、一般会計の決算額を単純に平成20年3月末の人口7,727人で割ったものです。

衛 生 費

土 木 費

教 育 費

農林業費

総 務 費

民 生 費

696,123円
409,320円
276,732円

106,989円
230,018円
18,249円

110,863円
77,127円

528,468円
133,756円

63,599円
73,349円
72,527円
46,744円
36,636円
22,891円
26,635円
26,313円
26,018円

使われた一般会計予算は
総務費（職員給与・町営バスなどに）
土木費（道路整備・除雪・公営住宅などに）
民生費（福祉の充実などに）
公債費（町の借金返済などに）
教育費（学校等の維持管理・社会教育などに）
諸支出金（特別会計への繰出しなどに）
商工費（商工・観光・写真の町事業などに）
衛生費（検診・ごみ処理・墓地管理などに）
農林業費（農林業の活性化などに）
その他（議会・消防などその他の事業に）

（借金・貯金）

　町債（借金）残高は

　国からの補てんを除いた町債残高は

　基金（貯金）残高は

（収入）

　町税の負担は

　国からの地方交付税は

　使用料・手数料の負担は

（支出）

　人件費は

　投資的経費（建設事業）は

・地域防災生活用給水施設整備事業
・定住対策事業（賃貸共同住宅建設等支援事業）
・北工学園実習施設（生活支援施設）運営事業
・いきいきセンター内部改修工事
・合併処理浄化槽設置整備事業
・地域用水機能増進事業補完ハード事業
・大雪遊水公園放漁池吸出防止材設置工事
・町有林造林事業
・北1線道路改良事業

・清流東団地駐車場等整備事業
・東川小学校体育館等塗装事業

・地域住宅交付金事業（東町4丁目団地整備、西町2丁目団地整備他）
・まちづくり交付金事業（ｸﾞﾘｰﾝｳﾞｨﾚｯｼﾞ遊歩道整備、ｸﾞﾘｰﾝｳﾞｨﾚｯｼﾞ宅地造成他）

30,439千円
816千円

10,000千円
1,659千円
5,884千円
50,021千円
1,208千円
8,040千円
33,006千円

1,628千円
5,283千円

179,113千円
125,954千円

・議場窓部改修工事
・起業化支援事業

・老人保健センター内部改修工事

・森林整備対策事業
・生産林道整備事業
・天人峡天津橋架替え事業

・幼児センター砂場上屋工事

11,151千円
5,000千円

11,466千円

2,024千円
2,377千円
32,957千円

1,278千円

まちの家計簿
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172,200円

287,000円

250,800円

350,900円

281,700円

386,500円

335,200円

172,200円

140,100円 140,100円

⑵ 職員の初任給の状況（20年４月１日現在）

⑶ 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（20年４月１日現在）

区 分 備 考

区 分 経験年数10年以上15年未満 経験年数15年以上20年未満 経験年数20年以上25年未満

東 川 町 　 国 　

一般行政職

一般行政職

高 校 卒

大 学 卒

大 学 卒

高 校 卒

3.一般行政職の級別職員数等の状況
⑴ 級別職員数の状況（20年4月1日現在）

⑵ 昇給への勤務成績の反映状況
　人事評価制度を導入していないことから４号俸（55歳を超える場合は2号俸）を標準として昇給している。

 区　分 標準的な職務内容

合　　　計

構成比職員数

1　級 人

人

人

人

人

人

4

人84

％

％

％

％

％

％

4.7

6　級 4 4.7

5　級 8 9.5

4　級 41 48.9

3　級 22 26.2

2　級 5 6.0

定型的な業務を行う職務

困難な業務を処理する課長等の職務

１．課長等の職務
２．困難な業務を処理する室長等の職
　　務

１．室長の職務
２．困難な業務を処理する主任の職務

１．主任の職務
２．主査の職務

特に高度な知識又は経験を必要とする
業務を行う

（注）１　東川町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

4.職員の手当の状況

－

⑴ 期末手当・勤勉手当 ⑵ 退職手当（20年4月1日現在）
東川町 国

１人当たり平均支給額（19年度）
1,684　　千円　

（加算措置の状況）
　職制上の段階、職務の級
　等による加算措置

（加算措置の状況）
　職制上の段階、職務の級
　等による加算措置

（19年度支給割合）
　期末手当
　3.00月分

勤勉手当
1.5月分

（19年度支給割合）
　期末手当
　3.00月分

勤勉手当
1.5月分

東川町 国

（注）１　退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に
　　　　　支給された平均額である。
　　　２　北海道市町村職員退職手当組合より支給されています。

（注）　平成18年4月より給料表の級区分が8級制から6級制の変
　　　　わったため、5年前の数値は6級制にあわせています。

6級　4.7%
5級　9.5%

2級　6.0%
1級　4.7%

4級
48.9%

3級
26.2%

6級　9.9%

5級　9.9%

2級　5.5%
1級　5.5%

4級
37.3%

3級
31.9%

10.1%

7.3%

12.3%

7.3%

23.9%

39.1%

100%

90%

80%

70%

60%

50%

40%

30%

20%

10%

0%
平成20年の構成比 1年前の構成比 5年前の構成比

○職員の構成比

（支給率）

勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

その他の加算措置
　１人当たり平均支給額（19年度）

自己都合

21.00 月分
33.75 月分
47.50 月分
59.28 月分

22,463千円

勧奨・定年

27.30 月分
42.12 月分
59.28 月分
59.28 月分

22,104千円

（支給率）

勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

その他の加算措置

自己都合

21.00 月分
33.75 月分
47.50 月分
59.28 月分

勧奨・定年

27.30 月分
42.12 月分
59.28 月分
59.28 月分

税務職、技能労務職、教育職、
保健職も含む

1.総括

2.職員の平均給与月額、初任給等の状況

7,727 21.2419年度
人 千円 千円 千円 ％ ％

⑴人件費の状況（一般会計決算） 東
川
町
職
員
の
給
与
・

　
　
　
　

職
員
数
の
あ
ら
ま
し

町
職
員
の
給
与
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

 区　分
住民基本台帳

人口
（19年度末） 18年度の人件費率

歳 出 額

職 員 数

実 質 収 支 人 件 費 人 件 費 率 （ 参 考 ）
A B B/A

84 351,604 59,468 147,827 558,899

387,467339,98744.1

6,65420年度
人 千円 千円

歳 円 円
394,168

円

千円 千円 千円

⑵職員給与費の状況（一般会計予算）

⑶ラスパイレス指数の状況（各年4月1日現在）

⑴職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（20年４月１日現在）

 区　分
Ｂ／Ａ給 料 職員手当 計　B期末・勤勉手当

給 与 費

平 均 年 齢

区 分
公 務 員

東 川 町

56.04歳

51.09歳

58.10歳

56.06歳

平均年齢

3人

1人

1人

職員数

5人

373,600円

365,200円

408,500円

平均給料月額

378,900円

410,700円

414,467円

461,200円

平均給料
月額（A）

421,563円

用務員

営業用バス
運転者

調理師

対応する民間
の類似職種

－

民 間

53.90歳

42.00歳

42.05歳

平均年齢

－

227,200円

315,700円

248,200円

平均給料
月額（B）
－

参　　考
A/B

1.80

－

1.31

1.85

公 務 補

運転技術員

調 理 師

平均給料月額 平均給与月額
平均給与月額

（国ベース）
（平成19年4月1日現在）

一人当たり給与費

A

※電源立地地域対策交付金から15,890千円の交付金を受けています。この交付金は水力発電施設の立地地域・
　周辺地域で行われている公共施設整備や住民福祉の向上に役立てる事業・職員の給与の一部にも交付されて
　います。
（注）１．職員手当には退職手当を含まない。
　　　２．給与費は当初予算に計上された額です。

（注）１.「平均給料月額」とは、20年4月1日現在における職員の基本給の平均です。
　　　２.「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、調整手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当の額を合計したものです。
　　　３．技能労務職の民間データは、厚生労働省が公表する「賃金構造基本統計調査」の平成16年～平成18年の３カ年平均です。

※平均給与月額（国ベース）の平均年齢は、43.7歳です。

100

95

90
東川町 類似団体平均 全道町村平均

（H14）
99.4

（H14）
95.0

（H14）
96.0

（H19）
97.7

（H19）
93.0

（H19）
93.9

一般行政職（職員数79名）

技能労務職

20.98856,641112,4424,083,473

（注）１  ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100と
　　　　　した場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。
　　　２　類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似してい
　　　　　る団体のラスパイレス指数を単純平均したものです。

職員の給与・職員数
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7.3

15.3

10.4

18.5

13.7

6.5

9.7

7.3

7.3

4.0

0.0 0.02.0

5.0

6.9

8.9 7.9 9.9

14.9

15.8 15.8

12.9

5.特別職の報酬等の状況（20年4月1日現在）

一般
行
政
部
門

特
別
行
政
部
門
会
計
部
門

公
営
企
業

退職（▲7）
人事異動（2）
会計部門変更（6）

退職（▲1）
会計部門変更（▲6）
人事異動（▲2）

区分

0 2 5 7 9 8職員数

区分

職員数

区　　分
区分 職　員　数

平成19年 平成20年
主な増減理由対前年

増減数部門

給　料　月　額　等

給
料

町　長
副町長

円

円

697,000
554,000

期
末
手
当

町　長
副町長
議　長
副議長
議　員

（19年度支給割合）
4.5月分

報
酬

議　長
副議長
議　員

円

円

円

254,000
197,000
170,000

退
職
手
当

町　長
副町長

（支給時期）

任期満了時

（算定方式）

21.252月分
13.420月分

北海道市町村職員退職手当組合より支給

6.職員数の状況
⑴ 部門別職員数の状況と主な増減理由 （各年4月1日現在）

⑵ 年齢別職員構成の状況（20年4月1日現在）

合　計

議会
総務
税務
民生
衛生
農林
商工
土木

2
21
12
8
5
7
8

10

2
18
6

17
7
6
7

11

0
▲3
▲6

9
2
▲1
▲1

1
小計 73 74 1

教育 19 10 ▲9

小計 19 10 ▲9
退職（▲3）
新規採用（2）

病院
下水

17
1

16
1

0

小計 18 17 ▲1
110
［120］

101
［120］

▲9
（注）１　職員数は一般職に属する職員数です。
　　　２　[     ]内は、条例定数の合計です。

（注）　１　計画期間は、平成17年～平成22年の５年間である。
　　　　２　（　％）内の数値は、数値目標に対する進捗率を示す。
　　　　３　増減は、各年の欄にあっては、対前年比の職員増減数を、計の欄にあっては計画１年目以降現年までの職員数増減の累計を示す。

⑶ 定員適正化計画の数値目標（定員適正化目標）

（注）東川町新行財政改革大綱（案）より

20歳 20歳 24歳 28歳 32歳 36歳
未満 23歳 27歳 31歳 35歳 39歳

〜 〜 〜 〜 〜

10 15 16 16 13 101

40歳 44歳 48歳 52歳 56歳
43歳 47歳 51歳 55歳 59歳

〜〜 〜 〜 〜 計

人 人 人 人 人 人

人 人 人 人 人 人

計画期間

H17年
計画前年

H18年
1年目

H19年
2年目

H20年
3年目

H21年
4年目

H22年
5年目

一般行政部門

公営企業等
会計部門
計

教育部門

職員数
増　減
職員数
増　減
職員数
増　減
職員数
増　減

区分
部門

H17～22年
計

（参考）
数値目標

数値目標
始　期 終　期

平成17年4月1日 平成22年3月31日 12人削減

78

16

20

0
114

76
△2

△2

16

18

△4
110

78
2

1

△2
14

19

1
111

△3（25%）

－
0

△1

△2
－

－

－
△12
102

20

15

10

5

0
20
歳
未
満

60
歳
以
上

20 

│ 

23

24 

│ 

27

28 

│ 

31

32 

│ 

35

36 

│ 

39

40 

│ 

43

44 

│ 

47

48 

│ 

51

52 

│ 

55

56 

│ 

59

％

構成比

5年前の
構成比

○定員適正化計画の年次別進直状況（実績）の概要 （各年4月1日現在）

千円 円

千円 円

千円 円

千円 円

千円 円

千円 円

千円 円

夜間看護手当

放射線業務従事
手当

⑶ 特殊勤務手当（20年4月1日現在）

支給職員1人当たり平均支給年額（19年度決算）

手当の名称 支給範囲 左記職員に対する支給単価

支給実績（19年度決算）

職員全体に占める手当支給職員の割合（19年度）

医学研究予防
業務手当

手当の種類（手当数）

千円8,199
円630,715

⑷ 時間外勤務手当

支給職員1人当たり平均支給年額（19年度決算）
支給実績（19年度決算） 千円8,380

千円144

%12.8
4

往診手当
東川町立診療所に勤務する医師たる職員が往診に
従事したとき

東川町立診療所に勤務する看護師たる職員が深夜
の勤務に従事したとき

東川町立診療所に勤務する医師たる職員が公衆衛
生向上のため必要な研究調査や保健予防業務に従
事したとき

東川町立診療所に勤務し専ら放射線の作業に従事
するもの（管理職を除く）

所　長　　　　　　月額
副所長　　　　　　月額

時間内にあっては点数表定額の４割相
当額、時間外にあっては点数表定額の
6割相当額

深夜勤務１回につき

診療放射線技師　　月額

3,300円

8,000円

300,000円
280,000円

⑸ その他の手当（20年4月1日現在）

手当名 内容及び支給単価 国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

支給実績
（19年度決算）

支給職員1人当たり
平均支給年額
（19年度決算）

配偶者　　　　　　　　　　　　　
配偶者以外の扶養親族　　　　　
　満16歳から満22歳までの子
　１人につき　　　　

家賃の額が12,000円を超える借家等の
場合、家賃の額に応じて町内25,500円、
町外22,000円を限度に支給

小学校第６学年終了前の児童を養育し
ている職員に支給

世帯の区分や扶養親族の数などに応じ
て支給　51,700円～131,900円（毎年
11月から翌年3月までの各月に支給）

交通機関利用者　１ヶ月当たりの運賃
相当額55,000円を限度に支給
通勤距離に応じて2,000円～4,100円の
範囲で支給

当該地域における民間の賃金水準を基
礎とし、当該地域における物価等を考
慮して規則で定める地域に在勤する職
員に支給　　　札幌市　3％

13,000円
6,500円

5,000円加算
13,130 257,460扶養手当 同じ

2,028 78,000通勤手当 やや異なる

9,462 112,647寒冷地手当 同じ

2,740 144,210児童手当 同じ

110 9,203地域手当 同じ

12,645 341,771管理職手当 管理又は監督の地位にある職員に支給 やや異なる
課長等級9％
課長補佐等級7％

10,545 155,085住居手当 やや異なる
自宅の場合
7,000円

町外 4,100円

職員の給与・職員数

11 10Higashikawa  2009  January Higashikawa  2009  January



東川町市街地方面 町道忠別ダム天人峡旭岳線

道道旭岳温泉線

旭岳温泉大雪山旭岳源水

散策広場

天人峡温泉
忠別湖

志比内地区
東川町市街地方面

ボトリング工場
建 設 予 定 地

ボトリング工場建設予定地ボトリング工場建設予定地

　

工
場
の
建
設
予
定
地
は
、
東
川
町
ノ
カ

ナ
ン
の
「
大
雪
旭
岳
源
水
」
取
水
場
か
ら

約
３
０
０
㍍
、
源
水
噴
出
口
か
ら
約
６
０

０
㍍
の
至
近
距
離
。
昨
年
12
月
９
日
、
町

と
㈱
東
洋
実
業
グ
ル
ー
プ
（
札
幌
、
横
田

正
弘
社
長
）
両
者
間
で
、
町
有
地
の
原
野

３
千
平
方
㍍
を
１
３
７
万
４
千
円
で
譲
渡

契
約
完
了
し
ま
し
た
。

　

構
想
に
よ
る
と
、
ボ
ト
リ
ン
グ
工
場
の

主
体
は
、
東
洋
実
業
が
中
心
と
な
っ
て
設

立
す
る
新
会
社
（
資
本
金
千
万
円
程
度
を

予
定
）
。
同
社
で
は
１
割
程
度
の
町
出
資

も
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

同
社
は
雪
解
け
後
の
早
い
時
期
に
工
場

の
建
設
着
工
を
す
る
計
画
で
す
。
ま
だ
工

場
の
具
体
的
建
物
規
模
、
設
備
・
生
産
規

模
、
雇
用
計
画
な
ど
は
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
５
０
０
㍉
㍑
ボ
ト
ル
換
算

で
年
産
６
７
０
万
本
（
年
間
使
用
量
と
し

て
源
水
湧
出
量
の
約
１
日
分
）
程
度
を
想

定
し
、
源
水
使
用
契
約
の
締
結
を
求
め
て

い
ま
す
。

　

水
の
製
品
製
造
過
程
で
必
要
な
殺
菌
処

理
の
方
法
は
、
加
熱
殺
菌
以
外
を
計
画
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

販
売
は
三
菱
商
事
㈱
（
東
京
、
小
島
順

彦
社
長
）
が
行
い
、
国
内
の
ほ
か
、
東
南

ア
ジ
ア
諸
国
、
中
近
東
方
面
へ
の
輸
出
も

構
想
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
に
来
町
し
て
講
演
を
し
た
藤

田
紘
一
郎
東
京
医
科
歯
科
大
名
誉
教
授
に

よ
る
と
、
旭
岳
源
水
は
硬
度
１
２
５
・
８
、

カ
ル
シ
ウ
ム
含
有
量
は
１
㍑
中
30
・
２
㍉

㌘
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
含
有
量
は
同
12
・
３

㍉
㌘
。
カ
ル
シ
ウ
ム
と
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の

バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、
㏗
値
は
７
・
２
〜

７
・
４
と
い
う
弱
ア
ル
カ
リ
性
の
中
硬
水

で
す
。
「
抗
酸
化
力
が
高
く
飲
用
に
適
し

て
非
常
に
良
い
」
と
太
鼓
判
の
水
だ
そ
う

で
す
（
関
連
15
㌻
参
照
）
。

　

今
後
鉱
泉
水
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
、

溶
存
物
質
や
遊
離
炭
酸
含
有
量
な
ど
の
追

加
検
査
を
検
討
し
た
い
考
え
で
す
。

　

「
大
雪
旭
岳
源
水
」
を
利
用
し
て
一
層

の
産
業
活
性
化
を
進
め
る
た
め
、
同
工
場

の
稼
動
を
機
に
、
町
で
は
①
「
写
真
の
町
」

と
「
名
水
の
町
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め

の
統
一
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
検
討
②
地
域
ブ
ラ

ン
ド
を
確
立
す
る
た
め
町
内
特
産
品
へ
の

ロ
ゴ
マ
ー
ク
使
用
検
討
③
町
内
食
品
関
係

企
業
な
ど
と
歩
調
を
合
わ
せ
た
商
品
開
発

や
ブ
ラ
ン
ド
力
確
立
―
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
を
進
め
た
い
考
え
で
す
。

　

本
町
で
は
今
年
、
全
国
13
自
治
体
の
賛

同
も
得
て
、
「
安
全
で
お
い
し
い
地
下
水

サ
ミ
ッ
ト
」
（
仮
称
）
の
開
催
に
向
け
た

取
り
組
み
準
備
も
始
動
し
ま
す
。
天
然
水

を
利
用
し
て
い
る
町
の
活
性
化
に
向
け
て
、

新
た
な
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

源
水
の
泉
源
近
く
に
新
工
場
│
東
南
ア
ジ
ア
、中
近
東
へ
も
販
路
検
討

平
成
の
名
水「
大
雪
旭
岳
源
水
」ボ
ト
リ
ン
グ
工
場
、い
よ
い
よ
具
体
化
へ
始
動

　

昨
年
平
成
の
名
水
百
選
に
選
定
さ
れ
た
「
大
雪
旭
岳
源
水
」
の
ボ
ト
リ
ン
グ

工
場
が
、
町
内
建
設
に
向
け
て
い
よ
い
よ
動
き
出
し
ま
し
た
。
工
場
建
設
、
ボ
ト

リ
ン
グ
開
始
時
期
は
ま
だ
正
式
に
具
体
化
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
東
南
ア
ジ
ア
、
中

近
東
諸
国
方
面
へ
の
輸
出
販
売
構
想
も
出
て
お
り
、
今
後
の
展
開
が
楽
し
み
。

町
で
は
こ
れ
を
機
に
、
新
た
な
統
一
ロ
ゴ
マ
ー
ク
で
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
進

め
る
な
ど
夢
を
広
げ
て
い
ま
す
。

ア
フ
リ
カ
を
救
え
―
ア
フ
リ
カ
写
真
展
、
本
町
で
道
内
初
開
催

初
の
ラ
ト
ビ
ア
写
真
展
、
道
草
館
で
開
く
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ま
ち
・
タ
ウ
ン

着
た
１
万
２
千
人
の
聖
歌
隊
が
歌
う
ア
カ

ペ
ラ
聖
歌
な
ど
、
バ
ル
ト
３
国
の
歌
と
舞

踏
の
祭
り
は
、
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺

産
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
す
。
前

回
の
祭
り
か
ら
５
年
ぶ
り
と
い
う
に
ぎ
や

か
な
祭
り
の
様
子
を
生
き
生
き
と
伝
え
る

写
真
の
数
々
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
13
日
か
ら
同
月
28
日
ま
で
16

日
間
、
町
は
道
の
駅
・
ひ
が
し
か
わ
道
草

館
で
「
姉
妹
都
市
提
携
記
念
・
ラ
ト
ヴ
ィ

ア
共
和
国
（
歌
と
踊
り
の
祭
典
）
写
真
展
」

を
開
き
ま
し
た
。

　

昨
年
７
月
に
姉
妹
都
市
提
携
し
た
ラ
ト

ヴ
ィ
ア
・
ル
ー
イ
エ
ナ
町
と
の
姉
妹
提
携

記
念
と
し
て
初
の
写
真
展
で
す
。

　

独
立
90
周
年
を
祝
っ
て
昨
年
７
月
に
首

都
・
リ
ガ
で
開
か
れ
た
「
第
24
回
ラ
ト
ヴ

ィ
ア
歌
と
踊
り
の
祭
典
」
の
時
の
模
様
を

写
し
た
39
点
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

〝
歌
う
国
〞
と
形
容
さ
れ
て
い
る
と
い

う
同
国
の
伝
統
行
事
で
す
。
１
８
７
３

（
明
治
６
）
年
、
第
1
回
が
開
か
れ
て
以

来
、
数
年
に
一
度
の
祭
典
。
民
族
衣
装
を

集
（
ハ
ー
パ
ー
・
コ
リ
ン
ズ
出
版
、
Ｂ
４

版
２
８
８
㌻
）
の
販
売
益
金
は
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
事
務
局
を
通
じ
て
、
ア
フ
リ
カ
の

エ
イ
ズ
教
育
基
金
に
全
額
寄
付
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

２
０
０
３
年
の
東
京
、
神
戸
、
韓
国
・

ソ
ウ
ル
を
皮
切
り
に
、
韓
国
・
釡
山
、
熊

本
、
中
国
・
上
海
、
国
連
大
学
ビ
ル
Ｕ
Ｎ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
万
博
「
愛
・
地
球
博
」
国

連
館
、
第
３
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
２

０
０
３
年
９
月
）
、
昨
年
５
月
の
第
４
回

ア
フ
リ
カ
会
議
（
横
浜
市
）
な
ど
、
各
地

で
写
真
展
を
開
い
て
き
ま
し
た
。
道
内
展

示
会
は
、
今
回
初
開
催
で
す
。

　

ア
フ
リ
カ
問
題
に
関
心
が
高
く
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
（
非
営
利
活
動
法
人
）
「
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｄ

　

同
じ
日
に
ア
フ
リ
カ
各
地
で
撮
影
し
た

約
２
５
０
点
の
写
真
を
展
示
し
て
、
ア
フ

リ
カ
大
陸
の
姿
を
あ
り
の
ま
ま
に
紹
介
す

る
「
Ａ　

Ｄ
ａ
ｙ　

ｉ
ｎ　

ｔ
ｈ
ｅ　

Ｌ

ｉ
ｆ
ｅ　

ｏ
ｆ　

Ａ
Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
１
０

０
人
の
写
真
家
が
み
た
ア
フ
リ
カ
の
一

日
）
」
展
が
昨
年
12
月
13
日
か
ら
29
日
ま

で
、
町
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
あ
り
ま
し
た
。

　

２
０
０
２
（
平
成
14
）
年
２
月
28
日
、

世
界
中
の
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
１
０

０
人
が
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
全
53
カ
国
で
、

各
地
の
１
日
を
写
真
に
記
録
し
ま
し
た
。

そ
の
24
時
間
を
写
し
取
っ
た
写
真
展
で
す
。

　

公
式
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て
、
オ
リ
ン
パ

ス
㈱
（
東
京
、
菊
川
剛
社
長
）
が
撮
影
機

材
提
供
な
ど
全
面
サ
ポ
ー
ト
。
同
名
写
真

　

Ａ
Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
チ
ャ
イ
ル
ド
・
ア
フ

リ
カ
）
」
（
東
京
、
長
島
美
紀
代
表
）
を

立
ち
上
げ
て
活
動
し
て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
、
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ａ
が
２
回
に
渡
っ
て
ア
フ

リ
カ
を
訪
問
し
た
時
に
撮
影
し
た
29
点
の

初
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
も
同
時
に
設
け
、
多

彩
な
ア
フ
リ
カ
の
表
情
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

　

期
間
中
、
同
月
23
日
に
は
松
崎
稔
オ
リ

ン
パ
ス
㈱
Ｃ
Ｓ
Ｒ
課
長
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
東

京
・
国
際
協
力
機
構
）
旭
川
デ
ス
ク
の
石

井
優
子
さ
ん
、
長
島
さ
ん
の
3
人
が
出
席

し
て
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
理
念
な
ど

を
話
す
セ
ミ
ナ
ー
も
開
き
ま
し
た
。

ア
フ
リ
カ
を
救
え
―
ア
フ
リ
カ
写
真
展
、
本
町
で
道
内
初
開
催

ア
フ
リ
カ
を
救
え
―
ア
フ
リ
カ
写
真
展
、
本
町
で
道
内
初
開
催

初
の
ラ
ト
ビ
ア
写
真
展
、
道
草
館
で
開
く

初
の
ラ
ト
ビ
ア
写
真
展
、
道
草
館
で
開
く

「100人の写真家がみたアフリカの一日」展開催のテープカット
（12月13日、文化ギャラリー）
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昨
年
12
月
19
日
、
町
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
で
高
齢
者
学
級
の
第
９
回
講
座
、

音
楽
鑑
賞
会
が
あ
り
ま
し
た
。
高
齢
者
学

級
の
皆
さ
ん
ほ
か
、
町
内
２
カ
所
の
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
の
お
年
よ
り
約
70
人
が
豊
か

な
ピ
ア
ノ
の
音
色
で
年
の
瀬
の
ひ
と
時
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

出
演
は
、
ふ
る
さ
と
の
広
島
県
内
や
岐

阜
県
、
上
川
町
な
ど
で
も
演
奏
活
動
を
し

て
い
る
町
内
在
住
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
三
島

知
子
さ
ん
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
曲
の
中
で
も
比

較
的
良
く
知
ら
れ
て
い
る
「
ノ
ク
タ
ー
ン

第
８
番
」
（
シ
ョ
パ
ン
作
曲
）
、
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
曲
の
「
星
に
願
い
を
」
（
レ
イ
・
ハ

ー
リ
ン
作
曲
）
な
ど
６
曲
を
演
奏
し
、
美

し
い
調
べ
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
東
川
中
１
年
生
70
人
が
初
め

て
出
演
し
ま
し
た
。
「
絵
し
り
と
り
」
ゲ

ー
ム
や
３
ク
ラ
ス
そ
れ
ぞ
れ
に
学
級
合
唱
、

学
年
合
唱
を
披
露
し
、
最
後
に
「
き
よ
し

こ
の
夜
」
な
ど
を
会
場
全
員
で
合
唱
し
て

間
近
い
ク
リ
ス
マ
ス
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
１
日
、
藤
田
紘
一
郎
東
京
医

科
歯
科
大
名
誉
教
授
、
人
間
科
学
総
合
大

教
授
を
迎
え
て
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
で
水
の
講
演
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

「
笑
う
カ
イ
チ
ュ
ウ
」
（
講
談
社
刊
）
、

「
か
ら
だ
に
良
い
水
・
悪
い
水
」
（
小
学

館
刊
）
な
ど
の
著
書
で
知
ら
れ
る
寄
生
虫

学
、
免
疫
・
ア
レ
ル
ギ
ー
学
、
衛
生
学
の

専
門
家
。
「
知
ら
れ
ざ
る
水
の
効
能
、
か

ら
だ
に
よ
い
水
の
飲
み
方
」

と
題
し
て
約
３
０
０
人
の
会

場
で
水
の
効
用
を
わ
か
り
や

す
く
解
説
し
ま
し
た
。

　

「
長
生
き
の
秘
け
つ
は
飲

料
水
。
水
道
水
は
、
大
腸
菌

を
除
去
す
る
た
め
塩
素
殺
菌

し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
活
性

酸
素
を
増
や
し
、
が
ん
を
発

生
さ
せ
、
老
化
に
な
り
や
す
く
し
て
い
る
」

な
ど
と
持
論
を
展
開
。
「
自
然
の
水
、
特

に
カ
ル
シ
ウ
ム
や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
成
分
を

適
量
含
ん
で
い
る
水
は
、
心
臓
病
を
防
ぐ
」

と
自
然
水
の
有
効
性
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　

「
カ
ル
シ
ウ
ム
と
心
臓
病
と
は
関
係
が

あ
り
ま
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
を
含
ん
だ
弱
ア

ル
カ
リ
性
の
水
は
、
細
胞
の
老
化
を
防
ぎ
、

動
脈
硬
化
、
心
筋
梗
塞
、
脳
卒
中
を
防
ぐ
。

皆
さ
ん
が
飲
ん
で
い
る
東
川

の
水
は
、
硬
度
１
２
５
・
８
、

カ
ル
シ
ウ
ム
含
有
量
30
㍉
㌘
、

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
含
有
量
12
㍉

㌘
の
中
硬
水
で
、
と
て
も
良

い
水
を
飲
ん
で
い
る
」
と
東

川
の
水
に
太
鼓
判
を
押
し
ま

し
た
。

　

町
は
平
成
20
年
度
町
長
表
彰
で
盆
栽
・

愛
石
会
（
川
西
冨
士
夫
会
長
）
、
飛
驒
野

数
右
衛
門
氏
（
94
）
、
金
野
照
雄
氏

（
80
）
、
佐
々
木
彰
郎
氏
（
74
）
の
１
団

体
３
個
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

町
議
会
の
推
薦
、
全
会
一
致
の
議
決
を

得
て
、
昨
年
12
月
11
日
議
会
議
場
で
表
彰

式
を
行
い
ま
し
た
。

　

飛
驒
野
氏
は
都
合
で
式
に
出
席
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
同
居
し
て
い
る
長
男
哲
宏

さ
ん
（
67
）
が
代
理
出
席
し
ま
し
た
。

〔
善
行
〕

▼
盆
栽
・
愛
石
会

　

１
９
６
６
（
昭
和
41
）
年
、
町
内
有
志

の
盆
栽
同
好
会
と
し
て
発
足
。
１
９
７
９

（
同
54
）
年
に
東
川
町
盆
栽
・
愛
石
会
と

改
称
し
て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
同
年

町
文
化
賞
受
賞
。

　

町
内
奉
仕
活
動
の
先
駆
者
と
し
て
、
日

ご
ろ
か
ら
町
内
公
共
施
設

の
庭
木
や
街
路
樹
の
植
栽
、

枝
せ
ん
定
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
作
業
を
続
け
て
お
り
、

そ
の
功
績
が
高
く
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

〔
一
般
功
労
〕

▼
飛
驒
野
数
右
衛
門
氏

　

１
９
３
１
（
昭
和
６
）

年
、
当
時
の
東
川
村
役
場

に
奉
職
。
以
来
勤
務
の
か
た
わ
ら
、
愛
用

の
カ
メ
ラ
で
身
近
な
人
々
、
村
の
行
事
、

出
来
事
な
ど
を
記
録
し
続
け
ま
し
た
。
１

９
３
６
（
同
11
）
年
か
ら
昭
和
30
年
代
ま

で
16
ミ
リ
映
画
「
東
川
ニ
ュ
ー
ス
」
を
30

巻
以
上
制
作
し
、
戦
前
、
戦
後
の
混
乱
期
、

町
の
復
興
期
の
様
子
を
克
明
な
映
像
記
録

と
し
て
残
し
ま
し
た
。

　

２
０
０
２
（
平
成
13
）
年
第
17
回
東
川

賞
特
別
賞
を
受
賞
。

受
賞
を
機
に
、
こ
れ

ま
で
撮
り
た
め
て
き

た
貴
重
な
写
真
プ
リ

ン
ト
、
写
真
フ
ィ
ル

ム
ネ
ガ
、
動
画
映
像

フ
ィ
ル
ム
資
料
約
２

万
点
を
町
に
寄
贈
、

町
の
歴
史
を
語
る
貴

重
な
資
料
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

２
０
０
６
（
平
成

18
）
年
、
東
京
都
写
真
美
術
館
で
開
か
れ

た
「
東
川
賞
海
外
作
家
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」

で
併
設
展
示
。
昨
年
は
キ
ヤ
ノ
ン
Ｓ
タ
ワ

ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
東
京
）
で
個
展
「
ぼ
く

の
日
記
帳
は
カ
メ
ラ
だ
っ
た
」
を
開
く
な

ど
、
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

▼
金
野
照
雄
氏

　

北
海
道
第
一
師
範
学
校
（
現
北
海
道
教

育
大
札
幌
校
）
を
卒
業
後
、
当
時
の
東
川

村
東
川
小
教
員
を
振
り
出
し
に
、
１
９
８

４
（
昭
和
59
）
年
、
旭
川
市
東
明
中
学
校

長
で
退
職
す
る
ま
で
、
41
年
間
に
渡
っ
て

教
職
一
筋
に
勤
め
ま
し
た
。

　

退
職
後
、
町
公
民
館
長
、
生
涯
学
習
教

育
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
町
史
編
集
専
門

委
員
な
ど
を
歴
任
。
２
０
０
０
（
平
成

12
）
年
か
ら
８
年
間
、
町
文
化
連
盟
協
議

会
長
、
現
在
同
連
盟
顧
問
。

　

１
９
８
９
（
同
元
）
年
、
書
道
の
「
桂

書
会
」
を
設
立
。
書
道
の
指
導
と
普
及
に

努
め
な
が
ら
、
町
の
文
化
活
動
に
尽
く
し

た
功
績
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

〔
特
別
功
労
〕

▼
佐
々
木
彰
郎
氏

　

１
９
９
１
（
平
成
３
）
年
か
ら
町
議
会

議
員
を
４
期
16
年
間
務
め
、
そ
の
間
平
成

７
年
か
ら
同
15
年
ま
で
、
２
期
８
年
間
に

わ
た
っ
て
議
長
を
務
め
る
な
ど
、
議
員
と

し
て
町
政
の
伸
展
、
住
民
福
祉
の
向
上
に

寄
与
し
た
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
約
10
㌔
㌘
ず
つ
の
餅
米
が
次
々
と
柔
ら
か

い
お
餅
に
。
中
に
は
、
自
ら
き
ね
を
持
っ

て
餅
つ
き
に
参
加
す
る
元
気
な
お
年
寄
り

も
。

　

つ
き
あ
が
っ
た
餅
は
、
甘
く
て
お
い
し

い
お
汁
粉
に
入
れ
、
昼
食
に
出
さ
れ
ま
し

た
。

　
園
以
来
、
毎
年
続
い
て
い
る
年
末
行
事
。

お
年
寄
り
は
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

き
ね
と
臼
を
使
っ
て
、
昔
な
が
ら
の
餅
つ

き
を
し
ま
し
た
。

　

園
内
の
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
に
入
園
中
の

お
年
寄
り
が
集
ま
り
ま
し
た
。
「
ペ
ッ
タ

ン
、
ペ
ッ
タ
ン
」
。
掛
け
声
に
合
わ
せ
て
、

　

昨
年
12
月
17
日
、
東
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
（
石
澤
正
義
会
長
）
が
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
「
羽
衣
園
」
（
川
島
雄
二
施

設
長
）
、
老
人
保
健
施
設
「
ひ
だ
ま
り
の

里
」
（
本
村
勝
昭
施
設
長
）
で
年
の
瀬
恒

例
の
餅
つ
き
を
し
ま
し
た
。

　

羽
衣
園
、
ひ
だ
ま
り
の
里
の
両
施
設
開

高
齢
者
学
級
音
楽
鑑
賞
会
で
東
川
中
１
年
生
も
初
出
演

高
齢
者
学
級
音
楽
鑑
賞
会
で
東
川
中
１
年
生
も
初
出
演

　

昨
年
８
月
に
開
い
た
「
第
２
回
大
雪
山

忠
別
湖
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン　

イ
ン　

ひ
が

し
か
わ
」
大
会
の
開
催
に
合
わ
せ
て
開
い

た
「
第
１
回
大
雪
山
忠
別
湖
ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン　

イ
ン　

ひ
が
し
か
わ
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
」
で
、
旭
川
市
在
住
の
宮
崎
広
美

さ
ん
の
作
品
「
ト
ラ
イ
ア
ス
リ
ー
タ
ー
」

が
四
つ
切
り
の
部
、
札
幌
市
在
住
の
古
川

浩
子
さ
ん
の
作
品
「
忠
別
湖
の
ト
ビ
ウ
オ
」

が
２
Ｌ
の
部
で
そ
れ
ぞ
れ
グ
ラ
ン
プ
リ
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

応
募
総
数
60
点
の
中
か
ら
２
部
門
で
16

人
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
23
日
道
の
駅
・
ひ
が
し
か
わ

道
草
館
で
受
賞
式
を
行
い
ま
し
た
。
同
月

17
日
か
ら
25
日
ま
で
同
館
で
写
真
展
を
行

い
ま
し
た
。

第
１
回
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
は
旭
川
の
宮
崎
さ
ん

第
１
回
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
は
旭
川
の
宮
崎
さ
ん

１
団
体
３
個
人
を
町
長
表
彰

１
団
体
３
個
人
を
町
長
表
彰

ラ
イ
オ
ン
ズ
会
員
が
年
の
瀬
恒
例
の
餅
つ
き
、羽
衣
園
と
ひ
だ
ま
り
の
里
で

ラ
イ
オ
ン
ズ
会
員
が
年
の
瀬
恒
例
の
餅
つ
き
、羽
衣
園
と
ひ
だ
ま
り
の
里
で

盆栽・愛石会の川西冨士夫会長（後方右）、飛驒野哲宏氏
（後方左）、金野照雄氏（手前右）、佐々木彰郎氏（手前左）

11月23日に行った授賞式
（藤田実行委員長から表彰を受けた宮崎さん）

長
生
き
の
秘
け
つ
は
水
に
あ
る
―
藤
田
東
京
医
科
歯
科
大
名
誉
教
授
が
講
演

長
生
き
の
秘
け
つ
は
水
に
あ
る
―
藤
田
東
京
医
科
歯
科
大
名
誉
教
授
が
講
演

ひだまりの里で餅つき
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石本宝子さん
5北、兼業農家。旭川市
出身。北海道酪農学園
短大（江別）卒。夫、和
也さん（48）。農閑期に
は、和也さんは旭川市
内でアルバイトもして
います。約23ヘクター
ル経営の米作農家。減
反の田に加工米の作
付けもしています。7人
家族。

神林泰子さん
旅館業。茨城県取手市
出身。中国・西北大史
学科（西安市）中退。
12年前に脱サラ（高島
屋百貨店勤務）して東
川町に移住。夫、知宏
さん（40）とともに、ユ
ースホステル「白樺荘」
（旭岳温泉）を引き継
ぎ経営。3人家族。旭川
調理師専門学校卒。

照井しおりさん
飲食店「我良笑」（わら
え）（南町３）経営。東
川町出身。道立東栄高
校（普通科）卒。夫、誠
司さん（47）。旭川市内
の土、日スーパーで鮮
魚店経営。その後東川
町に移住し、実家が経
営する居酒屋手伝い
を経て独立。11年目。
6人家族。

由川弘美さん
12区、専業農家。東川
町出身。北海道拓殖短
大（深川）卒。夫、英二さ
ん（60）は町議（2期目）。
水田12㌶など18㌶経
営。グリーンツーリズム
協議委員会副会長。写
真甲子園企画員。剣道
5段（東川剣道スポーツ
少年団指導）。２男１女
はすでにそれぞれ独立。

〝
い
い
も
の
〞
〝
本
当
の
味
〞

が
分
か
ら
な
い

神
林　
今
、
作
物
に
対
し
て
も
旅
館
に

対
し
て
も
「
北
海
道
な
ん
だ
か
ら
安
く

て
も
良
い
で
し
ょ
う
」
と
い
う
よ
う
な

風
潮
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

で
も
安
く
て
良
い
な
ん
て
こ
と
は
な
い

で
す
よ
ね
。
足
元
を
見
ら
れ
て
い
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
、
と
思
い
ま
す
よ
。

松
岡　
本
当
に
そ
う
で
す
よ
ね
。
生
産

者
と
消
費
者
に
理
解
さ
れ
る
よ
う
な
運

動
を
進
め
な
け
れ
ば
ね
。

ホ
ッ
ケ
が
あ
の
状
態
で
泳
い
で
い
る
と

思
っ
て
い
た
」
と
い
う
ん
で
す
。

　

子
供
の
こ
ろ
、
実
家
は
魚
屋
だ
っ
た

か
ら
、
学
校
か
ら
家
に
帰
っ
て
き
て
も
、

父
も
母
も
忙
し
く
て
相
手
を
し
て
く
れ

な
か
っ
た
。
つ
ま
ら
な
い
か
ら
、
当
時

魚
の
包
装
用
に
使
っ
て
い
た
木
の
薄
皮

を
、
水
の
中
の
し
じ
み
貝
の
口
に
当
て

て
貝
殻
の
口
が
閉
ま
る
の
を
見
て
遊
ん

で
い
た
ん
で
す
。

　

今
、
う
ち
の
店
で
は
し
じ
み
を
売
る

時
、
パ
ッ
ク
に
入
れ
な
い
で
そ
の
ま
ま

売
っ
て
い
る
ん
だ
け
れ
ど
、
子
供
が
店

に
来
る
と
「
手
が
臭
く
な
っ
て
も
構
わ

な
い
ん
だ
っ
た
ら
、
触
っ
て
も
い
い
よ
」

と
紙
を
渡
す
ん
で
す
よ
。
そ
う
し
た
ら

水
の
中
に
紙
を
入
れ
て
遊
び
始
め
る
。

　

子
供
は
「
わ
ー
っ
」
と
か
「
キ
ャ
ー
」

と
か
言
っ
て
触
る
。
子
供
自
身
に
貝
を

照
井　
真
空
パ
ッ
ク
に
な
っ
て
匂
い
の

し
な
い
魚
に
慣
れ
て
し
ま
っ
て
、
「
生

臭
い
」
と
い
う
言
葉
で
形
容
さ
れ
る
魚

に
対
す
る
味
覚
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

う
ち
で
は
イ
カ
ゴ
ロ
か
ら
作
っ
た
イ
カ

塩
辛
も
売
っ
て
い
る
ん
で
す
。
け
れ
ど

手
作
り
で
作
っ
た
塩
辛
を
生
臭
く
感
じ

て
し
ま
う
ら
し
い
ん
で
す
。
一
度
買
っ

て
帰
っ
て
「
や
っ
ぱ
り
傷
ん
で
い
る
」

と
苦
情
を
言
っ
て
き
た
人
が
い
た
ん
で

す
よ
。

　

本
当
に
お
い
し
い
、
と
は
ど
う
い
う

こ
と
な
の
か
、
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い

る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な
、
と
思
い
ま
す
。

神
林　
う
ち
は
、
食
事
は
無
料
サ
ー
ビ

ス
、
と
言
い
た
い
く
ら
い
安
い
ん
で
す
。

そ
れ
で
も
ダ
シ
は
市
販
の
液
体
濃
縮
ダ

シ
で
は
な
く
「
昆
布
と
か
つ
お
で
取
ろ

う
よ
」
と
頑
張
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
化
学
調
味
料
の
味
に
慣

れ
て
い
る
人
は
、
私
よ
り
ず
っ
と
年
配

の
方
で
も
「
ち
ょ
っ
と
薄
い
ん
じ
ゃ
な

い
？
」
と
い
う
方
が
結
構
い
る
ん
で
す
。

今
は
レ
ン
ジ
で
〝
チ
ン
〞
じ
ゃ
な
い
で

袋
に
入
れ
さ
せ
た
り
す
る
と
、
そ
の
子

に
と
っ
て
「
し
じ
み
は
『
我
良
笑
』
さ

ん
に
買
い
に
行
こ
う
」
と
思
う
み
た
い

で
「
し
じ
み
あ
り
ま
す
か
」
っ
て
ま
た

来
て
く
れ
る
。

思
い
出
づ
く
り
の
町
に
な
っ
て

ほ
し
い

照
井　
小
さ
い
こ
ろ
は
、
お
肉
屋
さ
ん
、

お
豆
腐
屋
さ
ん
、
洋
服
屋
さ
ん
、
駄
菓

子
屋
さ
ん
、
と
そ
れ
ぞ
れ
お
店
が
分
か

れ
て
い
た
。
商
店
街
が
す
ご
く
活
気
に

満
ち
溢
れ
て
い
て
、
お
祭
り
に
は
着
物

を
着
せ
て
も
ら
っ
て
、
髪
の
毛
も
結
っ

て
も
ら
っ
て
…
。
そ
れ
が
近
所
で
は
当

た
り
前
で
、
当
時
は
歩
行
者
天
国
も
あ

っ
た
。
魚
屋
だ
っ
た
父
は
、
歩
行
者
天

国
で
子
供
た
ち
を
並
ば
せ
て
、
無
料
で

す
か
。
食
事
が
簡
単
に
な
っ
て
き
て
い

る
せ
い
で
し
ょ
う
か
。
「
こ
ん
な
に
時

間
を
か
け
て
い
る
の
に
分
か
っ
て
も
ら

え
な
い
…
」
と
す
ご
く
思
い
ま
す
ね
え
。

照
井　
旭
川
で
商
売
を
し
て
い
た
と
き

か
ら
、
さ
ば
ず
し
が
結
構
評
判
で
、
５

年
前
に
東
川
に
来
た
時
か
ら
、
東
川
の

米
を
使
っ
て
作
っ
て
い
ま
す
。
「
お
す

し
の
米
に
北
海
道
米
は
良
く
な
い
よ
」

と
い
う
方
が
結
構
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
、

せ
っ
か
く
東
川
で
商
売
を
始
め
た
の
で
、

東
川
の
材
料
を
使
お
う
、
と
。

　

今
で
は
そ
の
お
米
が
逆
に
評
価
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
「
こ
れ
東
川
の
お
米

で
し
ょ
う
？
」
と
聞
か
れ
る
く
ら
い
に

な
っ
て
き
て
…
。
や
っ
と
自
信
が
持
て

る
よ
う
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。
昼
の
ラ

ン
チ
定
食
も
な
る
べ
く
「
お
米
は
東
川

の
お
米
で
す
」
「
採
れ
る
と
き
は
、
野

菜
も
東
川
の
野
菜
な
ん
で
す
」
と
声
を

掛
け
る
ん
で
す
。

　

す
る
と
「
あ
あ
、
東
川
産
な
ん
だ
ぁ
」

と
お
代
わ
り
す
る
人
が
結
構
い
た
り
し

て
。
お
水
も
、
普
通
に
出
し
て
い
る
だ

ス
イ
カ
割
り
を
さ
せ
て
い
た
記
憶
が
あ

る
ん
で
す
。

　

東
川
が
、
実
家
が
あ
る
ふ
る
さ
と
の

町
、
と
い
う
だ
け
じ
ゃ
な
く
「
あ
っ
、

『
我
良
笑
』
の
お
ば
ち
ゃ
ん
、
ま
だ
生

き
て
る
」
「
白
樺
の
お
ば
ち
ゃ
ん
、
ま

だ
元
気
だ
」
み
た
い
な
…
。
「
あ
あ
、

東
川
に
帰
っ
て
き
た
ん
だ
」
と
思
い
出

づ
く
り
の
町
に
な
っ
て
い
け
ば
…
と
思

う
ん
で
す
。

　

小
学
校
で
田
ん
ぼ
の
田
植
え
、
稲
刈

り
を
し
て
い
る
ん
で
す
。
う
ち
の
子
は

す
ご
く
喜
ん
で
い
て
、
一
度
家
に
戻
っ

て
、
ま
た
出
て
行
っ
て
、
な
に
し
に
行

っ
た
の
か
と
思
っ
た
ら
、
稲
刈
り
し
た

稲
を
抱
え
て
持
っ
て
き
て
…
。
仕
舞
い

に
は
瓶
の
中
で
突
い
て
精
米
し
て
る
ん

で
す
よ
。

　

父
さ
ん
が
「
よ
し
、
炊
い
て
や
る
」

け
だ
け
れ
ど
「
い
や
あ
、
東
川
の
お
水

は
お
い
し
い
で
す
ね
」
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
の
で
、
だ
ん
だ
ん
う

れ
し
く
な
っ
て
き
た
。
「
や
っ
ぱ
り
東

川
っ
て
い
い
な
あ
」
と
…
。

由
川　
学
生
が
宿
泊
に
来
る
時
に
は
、

4
人
の
子
で
一
升
（
約
１
・
８
リ
ッ
ト

ル
）
の
米
を
炊
く
ん
で
す
よ
。
そ
の
量

で
も
足
り
な
い
。
そ
れ
で
「
い
つ
も
こ

ん
な
に
食
べ
る
の
？
」
と
聞
く
と
「
食

べ
な
い
」
と
い
う
ん
で
す
。
お
い
し
い

ん
で
し
ょ
う
ね
。

　

今
の
高
校
生
は
、
お
米
を
作
る
と
は

ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
感
覚
が
分
か

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
田
植
え
を
し
て

秋
に
稲
を
刈
り
、
刈
っ
た
も
の
が
機
械

の
中
を
流
れ
て
、
玄
米
が
精
米
に
な
り

ま
す
―
と
い
う
こ
と
を
体
験
す
れ
ば
、

良
く
分
か
っ
て
感
動
す
る
ん
で
す
。
け

れ
ど
ス
ー
パ
ー
で
買
っ
て
き
た
も
の
に

感
動
は
な
い
と
思
う
ん
で
す
。

照
井　
新
婚
さ
ん
の
奥
さ
ん
が
う
ち
に

買
い
に
来
て
「
信
じ
ら
れ
な
い
。
開
き

っ
て
言
っ
て
…
。
ち
ょ
っ
と
〝
イ
タ
タ

ッ
〞
と
小
石
な
ん
か
も
入
っ
て
い
る
ん

だ
け
れ
ど
、
す
ご
く
う
れ
し
い
み
た
い
。

そ
う
な
る
と
、
子
供
を
見
て
こ
っ
ち
も

感
激
す
る
。
ま
だ
お
店
に
飾
っ
て
い
る

も
の
も
あ
る
。
「
こ
こ
に
ぶ
ら
下
げ
て

飾
っ
て
お
い
て
く
れ
」
と
―
。
い
つ
に

な
っ
た
ら
下
ろ
し
て
い
い
も
の
や
ら
…
。

農
作
業
は
子
供
に
と
っ
て
す
ご
く
い
い

み
た
い
。

松
岡　
今
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
○
○
屋

さ
ん
と
い
う
言
い
方
が
消
え
た
の
は
最

近
で
す
よ
ね
。
照
井
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ

る
通
り
、
○
○
屋
さ
ん
が
復
活
し
て
く

れ
る
の
が
、
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。

新
春
懇
談
会

新
春
懇
談
会

新
春
懇
談
会

　
新
た
な
年
が
幕
を
明
け
ま
し
た
。今
年
は
新
町
づ
く
り
５
カ
年
の「
プ
ライ
ム
タ

ウ
ン
づ
く
り
計
画
21
̶
１
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。そ
こ
で
、こ
れ
か
ら
の
時
代
を

担
う
３
人
の
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、町
長
と一緒
に
町
づ
く
り
に
向
け
た
そ
れ

ぞ
れ
の
思
い
を
語
ってい
た
だ
き
ま
し
た
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。新
た
な
年
に
向
け
て
、そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
お
仕
事
で
活
躍
し
て
お
ら
れ
る
女
性
の
方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。住

み
よ
い
町
に
す
る
た
め
に
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、女
性
の
視
点
で
お
話
し
合
い
い
た

だ
き
ま
し
た
。

※掲載は五十音順

聞き手
総合進行 ： 町長　松岡市郎
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「今、生き生きと」は休載します。

「
仕
事
を
継
い
で
」
と
は
い
え

な
い
厳
し
さ
の
中
で

松
岡　
と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
、

ご
家
族
に
お
子
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る

よ
う
で
す
け
れ
ど
、
皆
さ
ん
の
職
業
を

お
子
さ
ん
は
ど
う
見
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

照
井　
小
学
校
3
年
生
の
娘
が
、
朝
起

き
て
「
学
校
を
や
め
て
『
我
良
笑
』
で

働
く
」
と
言
っ
て
い
る
ん
で
す
。
「
な

ん
で
や
め
る
の
？
」
っ
て
聞
い
た
ら

「
今
日
は
宿
題
や
っ
て
い
な
い
か
ら
先

生
に
怒
ら
れ
る
」
と
い
う
ん
で
す
。
そ

れ
で
父
さ
ん
が
「
じ
ゃ
あ
学
校
行
か
な

い
ん
だ
っ
た
ら
『
我
良
笑
』
で
働
く
ん

だ
ぞ
。
と
こ
ろ
で
計
算
で
き
る
の
か
？
」

と
聞
い
た
ら
、
子
供
は
「
で
き
な
い
」

と
。
「
じ
ゃ
あ
、
計
算
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
や
め
て
い
い
」
と
言
っ
た

ら
、
学
校
に
行
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

（
笑
い
）

石
本　
う
ち
は
継
い
で
も
ら
っ
た
ら
困

継
者
も
出
て
く
る
、
と
い
う
こ
と
で
し

ょ
う
け
れ
ど
ね
。

由
川　
酪
農
地
帯
で
は
、
休
み
を
取
る

た
め
に
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
と
い
う
サ

ポ
ー
ト
が
あ
る
け
れ
ど
、
旅
館
業
と
か

食
べ
物
を
扱
う
と
こ
ろ
は
、
資
格
を
持

っ
て
い
な
け
れ
ば
で
き
な
い
の
で
、
ヘ

ル
プ
は
厳
し
い
で
し
ょ
う
ね
。

神
林　
う
ち
は
夏
休
み
と
か
は
書
き
入

れ
時
で
す
。
子
供
と
一
緒
に
過
ご
す
時

間
な
ん
て
ま
っ
た
く
な
い
で
す
ね
。
私

の
仕
事
は
夕
方
か
ら
夜
中
に
か
け
て
な

の
で
、
お
父
さ
ん
の
寝
顔
以
外
見
ま
せ

ん
。
子
供
と
食
事
を
す
る
こ
と
も
な
い
。

旅
館
業
で
す
か
ら
１
日
間
丸
々
の
休
み

は
取
れ
な
い
ん
で
す
。
24
時
間
泊
ま
っ

て
翌
日
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
な
の
で
、
１

日
休
む
た
め
に
は
２
日
間
定
休
日
を
設

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

由
川　
農
業
の
場
合
、
お
し
ゅ
う
と
さ

ん
、
姑
さ
ん
が
い
る
か
ら
「
ち
ょ
っ
と

る
、
と
い
う
の
が
夫
婦
の
意
見
で
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
き
っ
と
継
い
で
も

ら
い
た
い
ん
だ
ろ
う
し
、
夫
も
本
当
は

継
い
で
も
ら
い
た
い
ん
だ
ろ
う
け
れ
ど
、

今
ま
で
生
き
て
き
て
つ
ら
か
っ
た
か
ら
、

同
じ
よ
う
に
つ
ら
い
こ
と
は
き
っ
と
さ

せ
た
く
な
い
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
。

由
川　
子
供
た
ち
が
集
ま
っ
た
と
き
に

農
家
の
話
を
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
、
や

っ
ぱ
り
親
の
姿
を
見
て
辞
め
ち
ゃ
っ
た
、

と
い
う
の
は
確
か
に
あ
り
ま
し
た
ね
。

子
供
た
ち
が
小
さ
い
時
、
夜
遅
く
ま
で

子
供
た
ち
に
大
根
の
出
荷
用
箱
作
り
を

さ
せ
た
ん
で
す
よ
。
そ
う
い
う
の
を
子

ど
も
た
ち
は
ち
ゃ
ん
と
覚
え
て
い
る
。

も
し
（
農
業
を
）
や
り
た
い
、
と
言
っ

た
ら
両
手
を
広
げ
て
O
K
し
ま
す
ね
。

神
林　
石
本
さ
ん
と
同
じ
で
、
継
い
で

ほ
し
く
は
な
い
、
と
い
う
気
持
ち
で
す
。

私
の
と
こ
ろ
も
楽
な
商
売
で
は
な
い
で

す
。
家
族
で
何
か
す
る
な
ん
て
で
き
な

い
し
、
お
正
月
も
な
い
し
…
。
こ
ん
な

に
忙
し
か
っ
た

の
か
っ
て
思
う

ほ
ど
、
割
に
合

わ
な
い
で
す
ね
。

　

娘
は
、
（
現

在
の
白
樺
荘
に
）

建
て
替
え
工
事

頼
む
ね
」
と
い

う
こ
と
が
で
き

る
。
少
し
余
裕

が
あ
る
ん
じ
ゃ

な
い
で
す
か
ね
。

神
林　
旭
川
に

は
、
か
つ
て
保
母
さ
ん
を
し
て
い
た
人

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
子
供
が
急
に
熱

を
出
し
た
と
か
、
急
な
用
事
の
と
き
に

わ
ず
か
な
お
金
で
子
供
を
預
か
っ
て
も

ら
え
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
ん
で
す
。
ち

ょ
っ
と
急
な
時
と
い
う
こ
と
も
結
構
あ

る
の
で
、
「
旭
岳
温
泉
で
す
け
れ
ど
い

い
で
す
か
？
」
と
頼
ん
だ
こ
と
が
あ
る

ん
で
す
。
東
川
で
も
な
る
べ
く
早
く
対

応
し
て
も
ら
え
た
ら
な
あ
、
と
思
い
ま

す
。
旭
川
と
連
携
が
で
き
な
い
も
の
で

し
ょ
う
か
。

松
岡　
緊
急
（
の
時
間
受
け
入
れ
）
に

対
応
で
き
る
よ
う
な
保
母
さ
ん
を
確
保

し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
声
は
結
構
あ
が

っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

神
林　
緊
急
に
連
絡
が
つ
く
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
さ
ん
を
何
人
か
登
録
し
て
お
け
る

と
い
い
で
す
よ
ね
。

照
井　
も
っ
と
商
店
街
が
活
気
い
っ
ぱ

い
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
町
の
中
の
空
き

中
で
休
業
中
だ
っ
た
か
ら
産
ん
だ
、
と

い
う
の
が
現
状
な
ん
で
す
。
そ
の
後
産

む
機
会
が
与
え
ら
れ
な
く
て
、
次
の
妊

娠
を
す
る
チ
ャ
ン
ス
も
な
か
っ
た
。
子

供
を
身
ご
も
り
な
が
ら
、
そ
の
間
を
利

用
し
て
調
理
師
専
門
学
校
に
通
っ
た
ほ

ど
、
時
間
が
な
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
娘

に
は
つ
ら
い
思
い
は
さ
せ
た
く
な
い
、

と
い
う
の
が
正
直
な
気
持
ち
で
す
。

照
井　
一
生
懸
命
働
い
て
も
め
ど
が
た

た
な
い
と
い
う
か
、
４
人
の
子
供
を
生

ん
だ
時
は
い
つ
も
時
間
が
な
く
て
、
ぎ

り
ぎ
り
ま
で
魚
屋
の
土
場
に
立
っ
て
い

て
『
イ
タ
タ
ッ
！
』
と
座
り
込
ん
で
は
、

お
客
さ
ん
が
来
る
と
『
い
ら
っ
し
ゃ

い
！
』
な
ん
て
言
っ
て
い
て
…
。

　

生
ん
で
す
ぐ
に
預
け
て
…
。
預
け
る

時
も
子
供
は
わ
ん
わ
ん
泣
い
て
…
。
そ

ん
な
こ
と
の
繰
り
返
し
。
胸
が
張
っ
て

い
る
時
も
預
け
て
…
。
そ
れ
が
切
な
く

て
「
も
う
嫌
だ
。
正
月
ぐ
ら
い
は
家
族

で
普
通
に
い
れ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
に
お

嫁
に
行
っ
て
ほ
し
い
」
と
言
っ
た
こ
と

も
あ
る
ん
で
す
。

　

私
の
親
は
、
本
当
に
一
生
懸
命
働
い

た
。
そ
う
い
う
母
親
を
見
て
い
た
か
ら
、

絶
対
商
売
人
に
は
な
ら
な
い
、
と
思
っ

て
い
た
の
に
、
結
局
商
売
人
に
な
っ
た
。

そ
う
い
う
自
分
が
今
あ
る
か
ら
、
だ
れ

か
一
人
く
ら
い
は
継
い
で
く
れ
る
ん
じ

店
舗
っ
て
、
な
か
な
か
貸
し
て
も
売
っ

て
も
く
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
あ
る

み
た
い
。
道
路
も
街
路
灯
も
す
ご
く
き

れ
い
な
ん
だ
か
ら
、
も
っ
と
東
川
に
来

て
ほ
し
い
。

　

例
え
ば
お
米
な
ら
、
石
本
さ
ん
の
お

米
、
由
川
さ
ん
の
お
米
、
と
い
う
具
合

に
い
ろ
い
ろ
な
生
産
者
の
お
米
が
そ
れ

ぞ
れ
お
店
に
ず
ら
っ
と
並
ん
で
い
れ
ば

「
今
度
は
違
う
お
米
に
し
て
み
よ
う
か
」

と
買
い
に
来
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う

ん
で
す
。

神
林　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
で
き
な

い
か
な
あ
。
東
川
の
○
○
さ
ん
の
お
米
、

と
い
う
風
に
ね
。
若
い
芸
術
家
た
ち
に

空
い
て
い
る
店
舗
を
提
供
す
る
と
い
う

の
も
い
い
で
す
ね
。
芸
術
家
が
い
た
ら

い
い
で
す
よ
ね
。

石
本　
東
川
の
お
米
は
ど
こ
に
買
い
に

行
け
ば
い
い
の
？
と
聞
か
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
よ
。

松
岡　
と
こ
ろ
で
今
年
は
丑
（
う
し
）

年
で
す
か
ら
、
最
後
に
今
年
の
抱
負
を

お
聞
き
し
ま
し
ょ
う
。
い
か
が
で
す
か
。

由
川　
そ
う
で
す
ね
、
時
間
を
意
義
あ

る
も
の
に
費
や
し
て
い
き
た
い
な
、
と

思
い
ま
す
。
高
校
生
の
農
家
泊
受
け
入

ゃ
な
い
か
な
。

　

保
育
園
に
迎
え
に
行
っ
た
時
「
キ
キ

ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん
、
お
魚
臭
い
」
と

言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。

魚
屋
だ
か
ら
、
私
臭
い
ん
で
す
。
そ
の

時
、
そ
の
子
供
を
捕
ま
え
て
言
っ
た
ん

で
す
ね
。

　

「
お
魚
食
べ
る
か
ら
ね
、
元
気
な
ん

だ
よ
」
と
ね
。
す
る
と
そ
の
子
は
「
お

お
ー
っ
」
と
。
そ
う
い
う
時
、
う
ち
の

子
供
た
ち
は
「
大
丈
夫
、
臭
く
な
い
よ
、

今
日
も
か
わ
い
い
よ
」
っ
て
言
っ
て
く

れ
る
わ
け
。
親
が
し
て
あ
げ
ら
れ
な
い

分
、
子
供
が
守
っ
て
く
れ
て
い
る
よ
う

な
気
が
す
る
。

子
供
を
一
時
預
か
っ
て
も
ら
え

る
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
制
度

充
実
を

松
岡　
後
継
者
を
き
ち
っ
と
確
保
す
る

た
め
に
は
、
何
が
欠
け
て
い
る
ん
で
し

ょ
う
ね
。
働
い
た
こ
と
が
報
わ
れ
な
い
、

き
ち
っ
と
時
間
が
守
ら
れ
な
い
と
か
、

ネ
ッ
ク
に
な
る
の
は
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。

石
本　
正
当
な
報
酬
に
な
ら
な
い
と
い

う
か
…
。

松
岡　
将
来
も
安
定
し
た
生
活
が
で
き

る
こ
と
が
見
え
る
よ
う
に
な
る
と
、
後

れ
で
は
、
子
供
た
ち
に
お
い
し
い
お
米

を
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
た
い
。
東
川
の
良

さ
も
教
え
て
あ
げ
た
い
。
子
供
た
ち
と

一
緒
に
や
っ
て
い
る
剣
道
（
の
指
導
）

は
、
ず
っ
と
仲
良
く
や
っ
て
い
き
た
い

な
と
思
い
ま
す
。

石
本　
私
は
牛
の
歩
み
の
よ
う
に
ゆ
っ

く
り
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
し
っ
か
り
と

歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

照
井　
不
景
気
で
大
変
で
す
か
ら
、
も

う
一
度
心
の
奥
か
ら
燃
え
る
よ
う
に
、

い
い
意
味
で
突
進
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
。

神
林　
私
自
身
、
丑
年
で
す
の
で
、
12

年
ぶ
り
に
お
飾
り
を
出
し
て
き
ま
し
た
。

食
物
、
食
に
対
し
て
、
今
世
の
中
が
ち

ょ
っ
と
感
覚
が
ず
れ
て
い
る
の
か
な
、

と
思
い
ま
す
。
食
を
も
う
ち
ょ
っ
と
見

直
し
て
、
東
川
の
お
い
し
さ
を
、
お
い

し
い
水
を
、
ど
う
し
た
ら
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
。
町
に
丸
投
げ
で
は
な

く
、
私
た
ち
が
応
援
し
て
何
か
で
き
る

も
の
が
あ
っ
た
ら
、
ワ
イ
ワ
イ
、
ガ
ヤ

ガ
ヤ
や
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
収
録
は
昨
年
12
月
15
日
、役
場
応
接
室
）
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町
民
の
皆
さ
ん
、
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
年
初
め
か
ら
円
高
、
原
油
高

で
ガ
ソ
リ
ン
と
灯
油
な
ど
の
値
動
き
に

一
喜
一
憂
し
、
振
り
回
さ
れ
た
感
が
大

変
強
く
残
っ
て
い
る
。
あ
の
値
動
き
は

「
一
体
な
ん
だ
？
（
大
山
鳴
動
し
て
ね

ず
み
一
匹
）
」
と
言
い
た
く
も
な
る
年

だ
っ
た
。

　

年
末
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
世
界
不
況

の
風
が
強
く
吹
き
荒
れ
て
た
が
、
唯
一
、

「
福
ね
ず
み
」
の
年
だ
と
感
じ
た
こ
と

が
あ
っ
た
。

　

「
子
の
年
に
不
作
な
し
」
の
名
言

（
⁉
）
ど
お
り
未
曾
有
の
大
豊
作
。

『
幸
せ
（
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
）
が
や
っ
て
く

る
（
Ｃ
ｏ
ｍ
ｅ
）
、
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
‐
Ｃ

ｏ
ｍ
ｅ
（
ハ
ッ
ピ
ー
カ
ム
）
、
〝
ハ
ッ

ピ
ー
コ
メ
（
米
）
〞
』
と
実
感
で
き
た

こ
と
だ
。
議
会
の
同
意
を
得
て
、
農
協

と
と
も
に
全
戸
、
福
祉
灯
油
対
象
者
に

対
し
て
大
豊
作
記
念
米
や
ハ
ッ
ピ
ー
米

の
贈
呈
を
決
め
た
の
は
、
不
況
を
乗
り

越
え
、
よ
り
一
層
元
気
を
出
し
て
ほ
し

い
、
地
産
地
消
に
よ
り
「
幸
せ
が
や
っ

て
く
る
」
＝
「
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
‐
Ｃ
ｏ
ｍ

ｅ
」
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

今
、
国
際
的
な
関
心
事
は
地
球
温
暖

化
、
人
口
増
加
地
帯
に
お
け
る
飢
餓
救

済
、
水
不
足
と
食
糧
自
給
率
向
上
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
で
あ
る
。

　

で
は
、
地
産
地
消
に
よ
っ
て
な
ぜ

「
幸
せ
が
や
っ
て
く
る
」
の
か
。

　

第
一
に
は
「
地
場
で
生
産
さ
れ
た
も

　
の
を
食
す
る
の
が
健
康
に
最
も
良
い
」

と
言
わ
れ
続
け
て
い
る
こ
と
。
学
校
給

食
で
は
地
場
産
米
を
供
給
し
、
極
力
地

場
産
品
の
消
費
に
努
め
て
き
て
い
る
が
、

住
民
の
皆
さ
ん
も
健
康
増
進
の
た
め
に

持
続
し
て
地
消
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

健
康
で
あ
る
こ
と
は
幸
せ
、
ハ
ッ
ピ
ー

な
こ
と
だ
。

　

第
二
は
、
誰
で
も
で
き
る
国
際
貢
献
。

地
消
は
他
県
米
の
移
入
量
を
減
ら
し
、

米
消
費
の
純
増
は
他
の
穀
物
輸
入
量
を

減
ら
す
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
は
流
通

コ
ス
ト
の
削
減
に
も
つ
な
が
っ
て
二
酸

化
炭
素
発
生
を
抑
え
、
地
球
温
暖
化
防

止
に
も
貢
献
す
る
。

　

穀
物
等
の
輸
入
は
間
接
的
な
水
の
輸

入
だ
と
も
い
わ
れ
る
。
世
界
で
不
足
す

る
水
資
源
確
保
、
そ
し
て
水
不
足
地
帯

や
人
口
急
増
地
帯
の
飢
餓
防
止
な
ど
に

も
大
き
く
貢
献
で
き
る
。
世
界
に
貢
献

で
き
る
こ
と
は
幸
せ
、
ハ
ッ
ピ
ー
で
あ

る
。

　

地
場
で
生
産
さ
れ
る
も
の
は
極
力
地

元
で
消
費
し
、
第
1
次
産
業
に
元
気
が

で
る
こ
と
が
、
第
2
次
、
3
次
産
業
と

と
も
に
日
本
全
体
の
元
気
回
復
に
大
き

く
貢
献
す
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

米
（
Ｃ
ｏ
ｍ
ｅ
）
の
地
産
地
消
が
〝
Ｈ

ａ
ｐ
ｐ
ｙ
‐
Ｃ
ｏ
ｍ
ｅ
（
幸
せ
が
や
っ

て
く
る
）
、
ハ
ッ
ピ
ー
米
〞
と
な
る
よ

う
に
共
益
の
視
点
で
取
り
組
み
た
い
も

の
だ
。 

幸
せ
が
や
っ
て
く
る
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ

ｙ
‐
Ｃ
ｏ
ｍ
ｅ
の
年
で
あ
る
こ
と
を
願

っ
て
。

短　
歌

歳
月
に
癒
さ
れ
て
ゆ
く
悲
し
み
を
初
雪
ち
ら
ち
ら
舞
う
ひ
と
日
な
り

卓
上
に
拡
げ
し
地
図
の
ひ
と
り
旅
夢
は
て
し
な
く
た
わ
む
れ
て
い
る

苦
労
せ
し
こ
と
な
ど
見
せ
ず
弾
き
語
る
甥
の
歌
声
胸
に
沁
み
こ
む

一
本
の
つ
る
ば
ら
空
を
招
き
お
り
白
き
雪
も
て
風
ぞ
吹
き
ぬ
く

身
に
余
る
幸
せ
な
ど
は
望
ま
ね
ど
生
き
ゆ
く
道
の
何
と
険
し
き

七
人
の
子
を
育
て
た
る
母
な
れ
ば
校
長
に
も
せ
し
六
十
三
才
で
没
す

吾
が
庭
の
庭
師
の
技
は
き
わ
ま
れ
り
冬
を
迎
え
る
雪
吊
り
の
さ
ま

老
い
の
身
に
寒
さ
ひ
し
ひ
し
伝
う
夜
は
綿
入
れ
は
ん
て
ん
夫
に
着
せ
や
る

函
館
に
さ
よ
な
ら
と
我
家
へ
帰
る
雪
は
げ
し
く
て
追
わ
る
る
ご
と
し

不
可
解
な
無
惨
な
事
件
報
ら
さ
る
る
冬
の
は
じ
め
の
朝
餉
の
時
に

小
春
日
に
友
ら
集
い
て
さ
り
げ
な
く
過
去
を
語
り
ぬ
一
日
み
じ
か
し

流
れ
に
は
逆
ら
う
べ
き
も
な
き
も
の
よ
夕
ひ
そ
か
に
手
鞠
を
洗
う

　
俳　
句

除
夜
の
鐘　

生
く
べ
き
年
を　

音
と
す
る

初
御
空　

無
心
で
祈
る　

深
呼
吸

樹
間
よ
り　

ま
ず
一
条
の　

初
日
か
な

若
水
を　

両
手
い
っ
ぱ
い　

飲
み
ほ
せ
り

悠
然
と　

か
ま
え
て
い
た
き　

年
明
け
る

初
日
の
出　

自
分
探
し
の　

一
歩
か
な

内
に
満
つ　

去
年
と
今
年
を　

隔
つ
も
の

初
鏡　

背
筋
伸
ば
し
て　

紅
を
さ
す

い
く
つ
め
の　

一
里
塚
や
ら　

今
朝
の
春

初
空
に　

山
も
ひ
と
き
わ　

凛
と
し
て

夢
を
持
ち　

三
年
日
記　

買
ひ
に
け
り

縦
糸
に　

紡
ぐ
横
糸　

去
年
今
年

未
知
の
日
　々

重
ね
委
ね
し　

初
暦

初
湯
し
て　

五
臓
六
腑
を　

い
つ
く
し
む

　
那
須　
喜
美

瓜
生　
昭
枝

松
倉　
和
子

嶋
崎　
ミ
エ

笹
田　
冨
士
子

岡
澤　
チ
ズ
子

矢
沢　
ま
す
え

永
江　
栄
子

清
水　
チ
ヨ

宮
坂　
敬
子

中
田　
治
子

井
山　
一
文

　　
秋
山　
深
雪

杉
山　
ひ
ろ
の
り

徳
光　
吐
苦

杉
山　
り
つ

山
口　
佐
知
子

高
瀬　
潤

石
澤　
清
宏

澤
田　
久
美
子

松
山　
蓉
子

三
島　
智

長
谷
川
き
み
ゑ

小
林　
露
葉

青
野　
公
花

宮
坂　
紫
雲

飲
水
思
源

い
ん
す
い
し
げ
ん

町
長

松
岡
市
郎

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。
返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。

文化交流館／新刊図書・ビデオ 案内 米
（
C
o
m
e
）
の
地
産
地
消
は
幸
せ
（
H
a
p
p
y
）
を
呼
ぶ
!
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返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。

文化交流館／新刊図書・ビデオ 案内

だいせつざんのすがお

　山岳ガイド、旭岳ビジターセンター、自然解説員などで活
躍する人たちをリレーしています。高山植物、紅葉、雪、動
物など「自然の大博物館」といわれる大雪山の素顔が見えて
きます。

で、胸高直径は２メートルを超える。背は高くは
ないが、たくさんの大枝を低く広げており、遠く
から見ると巨木とは思えない。しかし近づいてい
くにしたがって、とんでもない巨木だということ
が分かってくる。うれしくて思わず抱きついてし
まったほどだ。
 この冬も12月には雪が積もってやっと〝会いに
行く〟ことができ、感動の再会を果たした。雪が
解けてしまったら、会いにはいけなくなる場所な
のだ。
　私には友人と思っている巨木が大勢いる。初め
は〝知り合い〟と考えていたが、何度も会ってい
るうちに友人と思えるようになっていく。山にあ
る大きな岩も、気に入って何度も会っていると友
人になってしまう。山や森に知り合いや友人がい
ると考えるのは楽しく、友人を訪れるという思い
は喜びともなる。
　友人となった森の長老たちと再会できる冬が待
ち遠しい。巨木の前で過ごすひと時は、なにもの
にも代えがたいひと時となるからだ。
　何百年もたち続けてきた巨木や、何万年もそこ
に存在し続けてきた古き岩が、静かに語りかけて
くるような気がする。
　そんな長老たちにぜひ会ってみたいとお思いの
方は、東川神社に行ってみるといい。カシワの長
老たちがあなたを待っているはずだ。

「森の長老たち」
　山スキーやスノーシューで道なき低山を歩いて
いると、見事な巨木に出合うことがある。数百年
の時を生き抜いてきた森の長老だ。
　良材の取れそうな巨木はまず残っていない。木
質部が腐っているか空洞化しているのが大半で、
そうでなければ幹がくねっていたり、すぐに枝分
かれしていたりする。切り倒しても木材はとれそ
うもなく、薪にするのも大変そうなので残された
のかもしれない。
　だが巨木が残されたのは、人間の役に立たない
からだけではないような気がする。山で働く人た
ちの巨木を敬う気持ちが、切ることを思い止まら
せたに違いない。そうか考えると、人間を嫌いに
ならずに済み、うれしい気持ちになれるというも
の。
　私が出合った一番の巨木は、ミズナラの大長老 文：大雪山ネイチャーガイド　塩谷秀和

大雪山の素顔

犯罪王カームジン（一般書）
著者：ジェラルド・カーシュ／角川書店刊

あっと驚く方法でペテン師をぎゃ
ふんと言わせ、卑劣な恐喝者を完
全犯罪で闇に葬り、芸術的犯行で
大金をかすめとっては、幽霊とわ
たりあう。これが全部本当の話な
ら、カームジンは当代きっての犯
罪王！嘘っぱちなら、史上まれに
みる大ぼら吹き！あなたならこの
話、信じる？

お豆腐屋さんのとうふレシピ（一般書）
協力：もぎ豆腐店／世界文化社刊

忘年会に新年会など外食が多くな
る今の時期は、どうしても胃に負
担をかけがちです。そんな時は人
気のお豆腐屋さんが選んだ、毎日
でも作れるヘルシーなお豆腐料理
はいかが？あっさり冷や奴から、
がっつり食べたい油揚げ・がんも
料理、すっきり甘いスイーツも作
れます！

きらきら（絵本）
文：谷川俊太郎／写真：吉田六郎／アリス館刊

「きれいだね　てんからお
ちてきた　ほしみたい」北
海道・大雪山のふもとに降
った天然の雪の結晶の写真
に、谷川俊太郎氏のことば
を添えた写真絵本。自然が
作った形の美しさ、ふしぎ
さと、そこから生み出され
た言葉のきらめきを感じ取
れる一冊です。

マーリー [YA edition]（児童書）
著者：ジョン・クローガン／早川書房刊

ベストセラーになった「マーリー
　世界一おバカな犬が教えてくれ
たこと」を子どもにも読みやすく
再編集。新婚家庭にやってきた元
気な子犬。我が家の名犬になるは
ずが、ぐんぐん育ってやんちゃな
おバカ犬に…。だけど、思い出と
一緒にとても大事なことを教えて
くれました。

震度ゼロ（映画・DVD）
原作：横山秀夫の同名小説／ソニー・ピクチャーズ

1995年1月17日、阪神・淡路大
震災の日。某県警察署の刑務課
長・不破が消えたと、妻から上
司の冬木に連絡が入った。県警
最高幹部の6人が調査の算段をす
る。出世、退職後の天下り先な
ど6人の思惑が絡み合う中、不破
の失踪は思いがけない方向へ転
がり始める。（116分）

にんじん（映画・DVD）
原作：ジュール・ルナール／アイ・ヴィー・シー

フランスの田舎町で、にんじん
とあだ名された赤毛の少年フラ
ンソワは、お母さんに嫌われて
いた。家にいては小言を言われ、
おつかいに出ては叱られ…。夏
が終わる頃にんじんはついに決
心する。不幸な家庭環境のなか、
それでも逞しく自分の生きる道
を探す少年の姿を描き出す。
（90分）

年末年始のお知らせ
12月31日（水）～1月5日（月）まで、休館です。その間、
本、DVDの返却は、玄関横の返却ポストをご利用くださ
い。本年もたくさんのご来館、ご利用をお待ちしています。

　明けましておめでとうございます。お正月は家族そろってゆっくり楽しめる娯楽映
画２本とお子さんと一緒に楽しめる新所蔵本などを豪華６本立てでご紹介します。
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カナダからの風にのせて
新連載

　

ず
っ
と
読
ん
で
る
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
が
あ
り
ま
す
。
発
行
元

は
著
書
「
親
力
で
決
ま
る
」

（
宝
島
社
刊
）
が
ベ
ス
ト
セ
ラ

ー
に
な
っ
た
親
野
智
可
等
（
お

や
の
・
ち
か
ら
）
さ
ん
で
す
。

最
近
で
は
著
者
自
身
の
中
学
時

代
、
数
学
が
〝
ダ
ン
ト
ツ
〞
の

最
下
位
だ
っ
た
と
い
う
話
が
お

も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
高
校
に

行
っ
て
も
〝
ビ
リ
〞
。
で
も
学

校
の
先
生
に
な
り
た
く
て
、
教

員
採
用
試
験
の
た
め
に
久
し
ぶ

り
に
数
学
に
取
り
組
ん
で
み
た

ら
不
思
議
と
よ
く
で
き
た
、
と

い
う
お
話
。

　

こ
れ
に
は
２
つ
の
力
が
働
い

た
、
と
分
析
し
て
い
ま
す
。

　

１
つ
目
は
ど
う
し
て
も
試
験

に
受
か
り
た
い
、
と
い
う
強
い

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
動
機
）
。

こ
れ
は
分
か
り
ま
す
ね
。

　

で
も
お
も
し
ろ
い
の
は
も
う

１
つ
の
力
で
す
。
そ
れ
は
「
数

学
を
入
れ
る
器
」
。

　

数
学
に
は
抽
象
的
な
思
考
が

必
要
で
、
中
学
、
高
校
段
階
で

は
、
自
分
に
は
そ
れ
を
受
け
入

れ
る
器
が
な
か
っ
た
。
で
も
時

間
が
経
っ
て
そ
れ
が
自
然
に
備

わ
っ
た
、
と
い
う
も
の
で
す
。

私
個
人
も
算
数
が
か
ら
っ
き
し

駄
目
で
し
た
。
中
学
の
こ
ろ
に

は
も
う
「
チ
ン
プ
ン
カ
ン
プ

ン
」
。
数
学
に
対
す
る
コ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス
は
相
当
な
も
の
で
す
。

で
も
今
な
ら
取
り
戻
せ
る
気
が

し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
私
と
は
逆
に
「
自
分

は
学
生
の
と
き
英
語
が
大
の
苦

手
だ
っ
た
」
と
お
っ
し
ゃ
る
方

も
実
に
多
い
よ
う
で
す
。
こ
う

い
う
方
も
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

知
ら
ぬ
間
に
自
分
の
中
に
「
英

語
を
受
け
入
れ
る
器
」
が
で
き

て
い
る
可
能
性
大
で
す
。
学
生

の
と
き
苦
し
ん
だ
こ
と
が
嘘
の

よ
う
に
思
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

習
い
事
は
早
い
方
が
い
い
と

思
わ
れ
が
ち
で
す
。
確
か
に
そ

う
い
う
面
は
あ
り
ま
す
。
で
も

大
人
に
な
っ
て
か
ら
の
ほ
う
が

全
体
を
見
通
せ
る
か
ら
有
利
だ
、

と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

英語教育指導員　宮地晶子の

エイゴのマナビカタ

第56回

自然発酵

【ちょっと豆知識】
　チップ制（tip（ティップ） またはgratuity）は、日本人にはなじみがないのでなかなか払ってくれないといいます。そのため最近では、伝票にチップの金額が
あらかじめ書き込まれていたり、そこだけ日本語で「チップは会計の15パーセントです」というスタンプが押してある場合もあるそうです。元来サービス業の
賃金は非常に低く、チップを足してちょうど良いくらいの賃金額なのです。チップをもらうことがサービスの前提になっているので、納税額も賃金とおよその
チップ額を合わせた金額で決められています。カード払いの場合は、明細のチップ欄の項目に、自分が支払う金額を記入しましょう。

Service with a Smile
One of those lessons you get about coming to Japan: tipping is generally 
unnecessary.  In Canada, (and the US for that ma!er), you go to a 
restaurant, you tip your waiter.  Bellboys, taxi drivers and pizza deliverers all 
get tips.  Essentially, 15% of the total bill is how much you should tip to be 
polite.  Even if you receive extremely poor service not leaving a tip is pre!y 
extreme.  
Growing up in Canada, that was normal.  I had a personal scheme even.  I 
normally tip well and tipping less than 15% means that something was really 
wrong.  In restaurants, I’ll tip more for people that smile though.  I’ll tip more 
for people that are nice and try to chat, make me smile and make the whole 
experience be!er for me.  (Call me shallow, but I leave the biggest tips for 
waiters that smile, are friendly and are really good-looking guys.  So I have a 
weakness for friendly guys with nice smiles… I’m only human!)
When I was back in Canada last year, I really resented tipping having lived 
in Japan.  Not only do they require extra money for what they are already 
being paid to do, but on average service industry workers in Canada are less 
likely to provide service than those in Japan (whose workers I sometimes 
feel bad for not tipping).  Granted, I’ve had amazing service in Canada at 
times and terrible service in Japan as well.
I guess in the end, whether I tip or not what I want out of the experience 
(and out of people in life in general) is a smile… because I think that those 
li!le moments of warmth are what connects us, and are what being human 
is all about.

Service with a Smile
One of those lessons you get about coming to Japan: tipping is generally 
unnecessary.  In Canada, (and the US for that ma!er), you go to a 
restaurant, you tip your waiter.  Bellboys, taxi drivers and pizza deliverers all 
get tips.  Essentially, 15% of the total bill is how much you should tip to be 
polite.  Even if you receive extremely poor service not leaving a tip is pre!y 
extreme.  
Growing up in Canada, that was normal.  I had a personal scheme even.  I 
normally tip well and tipping less than 15% means that something was really 
wrong.  In restaurants, I’ll tip more for people that smile though.  I’ll tip more 
for people that are nice and try to chat, make me smile and make the whole 
experience be!er for me.  (Call me shallow, but I leave the biggest tips for 
waiters that smile, are friendly and are really good-looking guys.  So I have a 
weakness for friendly guys with nice smiles… I’m only human!)
When I was back in Canada last year, I really resented tipping having lived 
in Japan.  Not only do they require extra money for what they are already 
being paid to do, but on average service industry workers in Canada are less 
likely to provide service than those in Japan (whose workers I sometimes 
feel bad for not tipping).  Granted, I’ve had amazing service in Canada at 
times and terrible service in Japan as well.
I guess in the end, whether I tip or not what I want out of the experience 
(and out of people in life in general) is a smile… because I think that those 
li!le moments of warmth are what connects us, and are what being human 
is all about.

笑顔で接客
　日本に来て初めて分かることに、チップが必要ないということ

があります。カナダでは（アメリカでもそうですが）、レストラ

ンではウエーターにチップを渡します。ベルボーイ、タクシー運

転手、ピザの配達の人なども同様です。本来は会計の15パーセン

が礼儀で、たとえサービスがひどくてもチップを置かないという

のは極端です。

　カナダで育つと、これが標準ですが、私には私なりの基準があ

ります。たいていきちんとチップを置きますし、15パーセント以

下にするのは本当に何か問題があったときだけです。レストラン

では笑顔の人にチップを弾みます。感じよく話かけてきたり、こ

ちらが笑顔になるような良いサービスをしてくれる人（浅はかと

呼ばれるでしょうが、笑顔でフレンドリーでおまけにイケメン

だったりしたらチップも最高額です。私も人の子、笑顔の素敵な

男性に弱いのです）。

　昨年日本留学後カナダに帰ったら、チップを置くのが嫌になり

ました。一度支払ったのにさらにお金を出すこともそうだし、一

般的にカナダのサービスは日本より劣ります。日本なら、チップ

が渡せないのを申し訳なく思うほどの人もいます（もちろんその

逆のケースもあります）。結局、チップうんぬんはさておき、わ

たしが求めているのは笑顔です。ちょっとした温かいやり取りこ

そが人と人を結びつけるし、それこそが人が人であるということ

だから。

　（訳：宮地晶子）

カナダからの風にのせて
英語指導助手／リンズィー・マクドナルド

No.5

・
・
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夢
と
希
望
の
小
学
校

　

集
・
顕
微
鏡
室
や
水
生
動
植
物
室
な
ど
の

　

整
備

・
バ
ー
コ
ー
ド
に
よ
る
学
校
図
書
館
の

　

開
放
な
ど
、
夢
と
希
望
は
尽
き
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
多
種
多
様
な
学
校
開
放

事
業
を
実
施
す
る
に
は
「
リ
ス
ク
マ
ネ

ー
ジ
メ
ン
ト
（
危
機
管
理
）
」
が
必
要

不
可
欠
だ
か
ら
、
「
鍵
だ
ら
け
の
管
理

者
」
が
居
な
い
と
、

・
開
か
ず
の
間
が
で
き
た
り
、

・
安
全
が
保
た
れ
な
く
な
っ
た
り
、

・
場
所
や
時
間
の
搗
ち
合
い
が
生
じ
た

　

り
、等
々
、多
難
続
発
の
嫌
い
も
…
。

　

と
も
あ
れ
、
近
未
来
の
学
校
は
、
今

ま
で
の
「
学
社
連
携
」
か
ら
「
社
学
融

合
」
へ
と
更
に
発
進
す
べ
き
で
あ
り
、

正
に
開
か
れ
た
学
校
で
は
「
嬉
々
と
し

て
機
器
を
扱
う
子
供
と
子
供
達
が
地
域

の
人
々
」
と
「
お
お
ら
か
な
学
校
生
活

を
送
る
は
ず
。
い
い
こ
と
尽
く
め
で
は

な
い
け
れ
ど
も
、
さ
て
、
夢
と
希
望
の

小
学
校
へ
の
町
の
風
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

―
ひ
と
こ
と
―

　

民
放
テ
レ
ビ
で
の
大
阪
の
お
ば
ち
ゃ

ん
は
「
お
姉
さ
ん
」
と
呼
ぶ
と
一
斉
に

立
ち
止
ま
っ
て
振
り
向
き
ま
し
た
。

　

ひ
と
り
と
み
ん
な
、
子
供
と
子
供
達

の
無
限
の
可
能
性
を
引
き
出
す
人
間
教

育
の
も
っ
と
も
重
要
な
場
で
あ
る
学
校

作
り
が
期
待
さ
れ
る
昨
今
、
か
つ
て
新

築
し
た
小
学
校
の
青
写
真
を
再
見
し
な

が
ら
、
ひ
と
つ
の
試
案
へ
の
足
掛
り
に

で
も
な
れ
ば
と
思
う
が
、
さ
て
。

　

オ
ー
プ
ン
・
ス
ク
ー
ル
…
い
わ
ゆ
る

「
壁
の
無
い
」
学
校
で
、

・
廊
下
が
無
い
「
丸
見
え
」
の
教
室
で
、

・
陽
光
が
降
り
注
ぐ
カ
ー
ペ
ッ
ト
で

　

座
っ
た
り
、
寝
転
ん
だ
り
、

・
キ
ャ
ス
タ
ー
付
き
の
棚
と
机
と
衝
立

　

と
、

・
多
目
的
な
ス
ペ
ー
ス
や
ホ
ー
ル
、
特

　

別
室
な
ど
で
の
話
し
合
い
や
遊
び

な
ど
、
開
放
的
な
低
中
高
別
三
階
建
の

校
舎
か
ら
は
「
い
き
い
き
・
わ
く
わ
く
」

の
毎
日
が
続
く
。

　

ラ
ウ
ン
ド
・
ス
ク
ー
ル
…
い
わ
ゆ
る

「
円
形
の
、
包
型
」
の
学
校
で
、

・
曲
線
が
織
り
な
す
美
し
い
校
舎

・
オ
ー
プ
ン
・
ス
ペ
ー
ス
や
ホ
ー
ル
も
、

　

そ
し
て
玄
関
も

夢
と
希
望
の
小
学
校

町の風

雑
記
抄

　
　

と
こ
ろ
で
、
冒
頭
の
「
か
つ
て
新

　

築
」
の
小
学
校
も
今
で
は
、

・
木
製
サ
ッ
シ
の
い
た
み

・
ペ
ア
ガ
ラ
ス
の
は
が
れ

・
円
形
に
よ
る
保
持
や
管
理
へ
の
費
用

・
共
用
の
日
程
調
整

な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、

こ
れ
か
ら
の
小
学
校
で
は
、

・
Ｔ
・
Ｔ
方
式
に
よ
る
授
業
を
更
進

・
特
別
活
動
の
内
容
を
選
択

・ 
防
寒
・
防
音
・
防
犯
な
ど
の

　

対
策

・ 

町
の
灯
台
（
円
筒

　

型
で
、
望
遠
鏡

　

・
愛
の
鐘
・
投

　

光
で
、
ら
せ

　

ん
階
段
で
）

　

の
拡
充

等
々
、
適
正
な
建

築
予
算
に
よ
る
新
築

が
予
想
さ
れ
る
が
…
。

　

子
供
と
子
供
達
に
と
っ

て
の
長
い
廊
下
は
走
り
た
く
な
る
。

「
廊
下
は
静
か
に
歩
き
ま
し
ょ
う
」
は

古
く
て
新
し
い
学
校
生
活
の
「
め
あ
て
」

で
あ
る
か
ら
、
例
え
ば
、
中
期
の
年
次

計
画
に
よ
る
、

・
走
廊
下
…
体
育
館
へ
と
続
く
、
思
い

　

っ
き
り
走
ら
れ
る
廊
下
の
設
置

・
パ
ソ
コ
ン
教
室
…
情
報
の
発
信
と
収

・
ド
ー
ム
型
の
屋
根

・
旬
の
花
や
作
品
な
ど
で
彩
ど
る
ギ
ャ

　

ラ
リ
ー
の
展
示

な
ど
、
円
く
て
・
ゆ
っ
た
り
と
し
て
・

和
ら
か
な
ラ
ウ
ン
ド
・
ス
ク
ー

ル
に
は
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー

（
障
壁
除
去
）
」
の

空
間
が
広
が
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
ス
ク
ー
ル
…

　

い

わ

ゆ

る

「
地
域
社
会
」
の

　

学
校
で
、

・
家
庭
学
級
・
社
会

　

学
級
が
、

・
多
目
的
ホ
ー
ル
や
体
育

　

館
で
は
「
ふ
れ
あ
い
活
動
」
が
、

・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
で

　

は
老
人
ク
ラ
ブ
や
地
域
の
講
師
（
人

　

材
バ
ン
ク
登
録
者
も
）
の
指
導
に
よ

　

る
課
外
授
業
が
展
開
さ
れ
る
等
々
、

　

学
校
が
地
域
社
会
の
文
化
的
セ
ン
タ

　

ー
と
し
て
の
一
翼
を
担
う
コ
ミ
ュ
ニ

　

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
確
か
に
働
く
。

Service with a Smile
One of those lessons you get about coming to Japan: tipping is generally 
unnecessary.  In Canada, (and the US for that ma!er), you go to a 
restaurant, you tip your waiter.  Bellboys, taxi drivers and pizza deliverers all 
get tips.  Essentially, 15% of the total bill is how much you should tip to be 
polite.  Even if you receive extremely poor service not leaving a tip is pre!y 
extreme.  
Growing up in Canada, that was normal.  I had a personal scheme even.  I 
normally tip well and tipping less than 15% means that something was really 
wrong.  In restaurants, I’ll tip more for people that smile though.  I’ll tip more 
for people that are nice and try to chat, make me smile and make the whole 
experience be!er for me.  (Call me shallow, but I leave the biggest tips for 
waiters that smile, are friendly and are really good-looking guys.  So I have a 
weakness for friendly guys with nice smiles… I’m only human!)
When I was back in Canada last year, I really resented tipping having lived 
in Japan.  Not only do they require extra money for what they are already 
being paid to do, but on average service industry workers in Canada are less 
likely to provide service than those in Japan (whose workers I sometimes 
feel bad for not tipping).  Granted, I’ve had amazing service in Canada at 
times and terrible service in Japan as well.
I guess in the end, whether I tip or not what I want out of the experience 
(and out of people in life in general) is a smile… because I think that those 
li!le moments of warmth are what connects us, and are what being human 
is all about.

　　　
（
前
）中
央
分
館
長

　
　
　
　
　

尾　

池　
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大雪地区広域連合からのお知らせ

保険料の納付は、口座振り替えが選べます保険料の納付は、口座振り替えが選べます保険料の納付は、口座振り替えが選べます
　国民健康保険、長寿（後期高齢者）医療の保険料を年金天引きで納めている方、またはこれ
から年金天引きになる予定の方で、今後口座振り替えをご希望の方は、役場窓口にお申し出く
ださい。

　国民健康保険、長寿（後期高齢者）医療の保険料を年金天引きで納めていた方で口座振り替えに切り
替えるためには、これまでは申出書、口座振り替え依頼書を提出し、かつ世帯主または配偶者がいて、
年金収入が180万円未満であることなど、一定の条件を満たすことが必要でした。しかし今回の制度改
正によって、これらの条件や名義の指定が撤廃されることになりました。
　平成21年2月6日（金）までに申し出の手続きをすると、平成21年4月分から年金からの天引きが中止
され、7月から口座振り替えでお支払いいただくことになります。年間の保険料は変わりませんが、1回
当たりの納付額が変わることがあります。
　申し出書は随時受け付けていますが、申し出の時期によって年金差し引きから口座振り替えに切り替
わる時期が変わります。
　なお、これまでの国保の納付実績などによって口座振り替えへの変更が認められない場合、口座振り
替えに切り替えた後に滞納が続く時は、年金天引きに戻る場合がありますのでご了承願います。

　「月の途中で75歳になった方」は、1月から誕生日の前と後に加入している医療保険制度で限度額が
半額ずつになります（1日生まれの方は影響がないため対象外です）。限度額を超えて支払った場合、
超えた額を支給します（対象者には個別にお知らせします）。
　なお、平成20年4月から同年12月までに、月の途中で75歳になった方も対象になります。
これまでは、月の途中で75歳になって長寿医療制度に移行し、その月に高額な医療費がかかった場合、
移行直前に加入していた医療保険制度と長寿医療制度のそれぞれで自己負担限度額までを支払ってしま
い、最高で限度額の2倍の金額を支払う場合もありました。

―１月から窓口負担割合が変更になる方がいます―
　医療機関での窓口負担の割合が３割の方のうち、次の要件に当てはまる方は１月から１割負担になり
ます。該当すると思われる方には個別にお知らせしています。

北海道後期高齢者医療広域連合 ☎011-290-5601
大雪地区広域連合事務局国民健康保険対策室 ☎82-3697（直通）
住民福祉課住民室 ☎82-2111（内線123）

口座振り替えに変更申し出をする場合の概要

国民健康保険、長寿医療制度

①名義の指定なし
（確実に納められる口座）

お問い合わせ先の役場、広域連合

①本人の保険証
②振替口座の預金通帳とお届け印
③申出書
④口座振り替え依頼書

▼切り換えられる口座

▼申し出に必要なもの

▼申し出先

※役場、広域連合に備え付けています（郵送請求可）｝

所得税や個人住民税の社会保険料控除の対象になります。
「年金天引き」「本人の口座から納めている場合」は、本人の控除の対象になります。
「本人以外の口座から納めている場合」は、保険料を支払った方が控除の対象となり
ます。

【要件】次のすべてに当てはまる方です（３割負担の方全員が該当するわけではありません）
①同じ世帯内に長寿医療制度の被保険者が１人
②同じ世帯内に70歳～74歳の方が住んでいる
③上記①②の方で、収入（※）の合計額が520万円未満
（※）収入とは、前年（平成19年）の所得税法上の収入金額（退職所得に係る収入金額を除く）で、必要経費
（公的年金等控除や給与所得控除など）や所得控除を差し引く前の額です。

このお知らせは昨年12月12日時点での厚生労働省等からの情報を基に作成
しています
今後内容の変更、修正がありましたら、随時お知らせします

保険料は税金の控除対象です

【注　　意】

「75歳になる月」の医療費の自己負担限度額が、１月から調整されます

【図】 自己負担限度額が半額になる例（入院で医療費が高額になる例）
▼Aさん（74歳単身者（2月生まれ））で区分「一般」の場合

▼Bさん（75歳）、Cさん（74歳（2月生まれ））で区分が「一般」の場合

国民健康保険
被用者保険

長寿医療制度

合計

1月 2月 3月

自己負担限度額
22,200円

自己負担限度額
22,200円

自己負担限度額
44,400円

1月：44,400円
（国保・被用者保険44,400円）

3月：44,400円
（長寿医療制度44,400円）

2月：44,400円
（国保・被用者保険22,200円、
長寿医療制度22,200円）

自己負担限度額
44,400円

国民健康保険
被用者保険

長寿医療制度

合計

1月 2月 3月

自己負担限度額
22,200円

自己負担限度額
44,400円 ※

自己負担限度額
44,400円

自己負担限度額
44,400円

3月：44,400円
（長寿医療制度44,400円）

2月：66,600円
（国保・被用者保険22,200円、
長寿医療制度44,400円）

1月：88,800円
（国保・被用者保険44,400円、
長寿医療制度44,400円）

自己負担限度額
44,400円

↓↓

↓↓

75歳で移行75歳で移行

75歳で移行75歳で移行

※同じ世帯で長寿医療制度の加入者分を合算できるため、自己負担限度額は44,400円です。
　外来の場合も同様に半額になります。
　「現役並み所得者」「区分Ⅰ」「区分Ⅱ」の区分の方も同様に半額になります。
　被用者保険の自己負担限度額が上図の金額と異なる場合は、加入先にご確認ください。

お問い
合わせ

CさんBさん CさんBさん CさんBさん
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20年産米の豊作感謝20年産米の豊作感謝20年産米の豊作感謝20年産米の豊作感謝
大豊作記念 全町お米プレゼント大豊作記念 全町お米プレゼント大豊作記念 全町お米プレゼント大豊作記念 全町お米プレゼント

：平成20年12月18日現在、町内に住民登録のある全世帯
：1月31日まで（引き換え期限）
：各行政区長を通じて、昨年12月30日までに町内全戸配布されました
　万一、お手元に引換券が届いていない時はお問い合わせください
：①尾池米穀店（おむすびの里）（南町3丁目1番1号）
　　☎82-2448（営業時間：午前8時～午後7時（12月31日～1月5日休業））
　②ホクレンショップひがしかわ店（南町1丁目5番1号）
　　☎68-4011（営業時間：午前9時～午後8時（12月31日～1月2日は引き
　　換え出来ません））

　③キトウシ森林公園・物産センター（西4号北44番地）
　　☎82-2632（営業時間：午前9時～午後5時（1月1日は引き換え出来ま
　　せん））

　④道の駅・ひがしかわ道草館（東町1丁目1番15号）
　　☎68-4777（営業時間：午前9時～午後5時（12月31日～1月4日は引き
　　換え出来ません））

　注：各引換所の営業日・時間はそれぞれ異なります

対 　 　 象
期 　 　 間
米 引 換 券
　
引 換 所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東川町、ＪＡひがしかわ東川町、ＪＡひがしかわ

全町 1世帯に１袋
プレゼント!!
全町 1世帯に１袋
プレゼント!!
東川町、ＪＡひがしかわ

全町 1世帯に１袋
プレゼント!!
東川町、ＪＡひがしかわ

全町 1世帯に１袋
プレゼント!!

お問い合わせ：産業振興課農林振興室☎82-2111（内線134）
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く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

■東川町役場　　　　
■改善センター（公民館）
■文化交流館
■文化ギャラリー
■B&G海洋センター
■町立診療所
■大雪消防組合東消防署
■道草館　　　　

82－2111
82－3200
82－4245
82－4700
82－4600
82－2101
83－0119
68－4777

くらし
・

ネットワーク

滞納金発生の目安

1万円
2万円
3万円
4万円
5万円

10万円

おおむね

　  〃
　  〃
　  〃
　  〃
　  〃

271日
146日
104日

84日
71日
46日

滞納額
延滞金発生
までの日数

1月の行事

捨
て
、
千
円
か
ら
徴
収
い
た
し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
収
納
室
☎
82
|
２

１
１
１
（
内
線
１
２
１
、
１
２
２
）

住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
は
毎

年
申
告
が
必
要
で
す

　

税
源
移
譲
に
よ
っ
て
所
得
税
が
減
額

に
な
る
た
め
、
控
除
で
き
る
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
額
が
減
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

平
成
11
年
か
ら
同
18
年
末
ま
で
に
入
居

（
ま
た
は
増
改
築
）
し
て
所
得
税
の
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
て
い
る
方
で
、

所
得
税
か
ら
控
除
し
切
れ
な
か
っ
た
税

額
が
あ
る
場
合
、
申
告
に
よ
っ
て
同
21

年
度
の
住
民
税
（
所
得
割
）
か
ら
控
除

で
に
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、

必
ず
納
付
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。
納

税
猶
予
、
分
割
納
付
や
、
事
情
に
よ
っ

て
は
減
免
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼
延
滞
金
の
発
生
に
ご
注
意

　

延
滞
金
は
、
税
（
料
）
金
が
納
期
限

後
に
納
付
さ
れ
た
場
合
、
納
期
限
の
翌

日
か
ら
納
付
さ
れ
た
日
ま
で
の
日
数
に

応
じ
て
、
一
定
割
合
で
徴
収
さ
れ
ま
す
。

納
期
限
内
に
納
付
し
た
方
と
の
実
質
的

な
負
担
の
公
平
と
、
納
期
内
納
付
の
促

進
を
図
る
た
め
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

〔
延
滞
金
の
算
定
方
法
〕

　

本
来
納
め
る
べ
き
額
に
、
納
期
限
の

翌
日
か
ら
納
付
の
日
ま
で
の
日
数
に
応

じ
て
、
年
14
・
６
％（
た
だ
し
納
期
限
の

翌
日
か
ら
１
カ
月
を
過
ぎ
る
日
ま
で
は

年
７
・
３
％
と「
前
年
の
11
月
30
日
に
お

け
る
日
本
銀
行
法
に
規
定
す
る
商
業
手

形
の
割
引
率
に
４
％
を
加
え
た
割
合
」

の
い
ず
れ
か
低
い
方
の
割
合
を
使
用
し

ま
す
。
１
０
０
円
未
満
の
端
数
を
切
り

 

税
務
課
か
ら

２
月
２
日
は
町
税
第
４
期
の
納
期
限
で
す

　

町
税
（
町
道
民
税
、
固
定
資
産
税
）

第
４
期
分
の
納
期
限
は
２
月
２
日
（
月
）

で
す
。
口
座
振
り
替
え
を
利
用
し
て
い

る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
さ
れ
た
預

貯
金
口
座
の
残
高
を
確
認
い
た
だ
き
、

準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

町
税
は
、
町
の
根
幹
と
な
る
大
切
な

自
主
財
源
で
す
。
税
金
の
公
平
な
負
担

と
貴
重
な
自
主
財
源
確
保
の
た
め
、
納

期
限
内
の
納
付
を
忘
れ
な
い
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

納
付
が
遅
れ
る
と
督
促
状
が
送
付
さ

れ
、
延
滞
金
が
掛
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
滞
納
が
続
く
と
財
産
調
査
や
滞
納

処
分
（
給
料
、
銀
行
預
金
な
ど
の
差
し

押
さ
え
、
不
動
産
、
動
産
の
公
売
な
ど
）

を
実
施
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
留
意
願
い
ま
す
。

　

特
別
な
事
情
が
あ
っ
て
、
納
期
限
ま

で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

申
告
期
限　

平
成
21
年
３
月
16
日
（
月
）

提
出
先　

平
成
21
年
１
月
１
日
現
在
お

　

住
ま
い
の
市
区
町
村
（
申
告
用
紙
は

　

１
月
中
旬
以
降
、
役
場
窓
口
、
町
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
確
定
申
告
時
期
に
税

　

務
署
の
確
定
申
告
会
場
で
入
手
で
き

　

ま
す
）
。
同
19
年
以
降
に
入
居
し
た

　

方
は
、
別
途
所
得
税
の
新
た
な
控
除

　

制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
申
告

　

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
（
※
20
年
度

　

住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
適
用

　

さ
れ
て
い
る
方
は
、
12
月
中
に
別
途

　

ご
案
内
し
て
い
ま
す
）
。

お
問
い
合
わ
せ　

税
務
室
☎
82
|
２
１

　

１
１
（
内
線
１
２
８
）

償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）
の
申
告

期
限
は
２
月
２
日
で
す

　

町
内
で
事
業
を
営
み
、
土
地
や
家
屋

以
外
の
事
業
用
償
却
資
産
を
お
持
ち
の

方
は
、
所
有
状
況
を
申
告
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
個
人
ま

た
は
法
人
に
は
償
却
資
産
申
告
書
を
送

付
い
た
し
ま
す
。
期
限
内
に
申
告
を
お

願
い
し
ま
す
。
申
告
の
期
限
は
２
月
２

日
（
月
）
で
す
。
新
し
く
事
業
を
は
じ

め
た
方
な
ど
で
申
告
書
が
届
か
な
い
場

合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
耐
用
年
数
が
大
幅
に
見
直
さ
れ
ま
し
た
〕

　

「
減
価
償
却
資
産
の
耐
用
年
数
等
に

関
す
る
省
令
」
が
改
正
に
な
り
、
機
械

お
よ
び
装
置
を
中
心
に
耐
用
年
数
が
大

幅
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
は
、
今

回
の
申
告
か
ら
事
業
の
決
算
期
に
か
か

わ
ら
ず
、
既
存
分
を
含
め
て
改
正
後
の

耐
用
年
数
を
適
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
申
告
書
と
一
緒
に
同
封
の
耐
用
年

数
表
を
確
認
の
上
、
修
正
し
て
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。 

　

お
問
い
合
わ
せ
は
税
務
室
☎
82
|
２

１
１
１
（
内
線
１
２
８
）

20年産米の豊作感謝20年産米の豊作感謝20年産米の豊作感謝
大豊作記念 全町お米プレゼント大豊作記念 全町お米プレゼント大豊作記念 全町お米プレゼント

東川町、ＪＡひがしかわ東川町、ＪＡひがしかわ

全町 1世帯に１袋
プレゼント!!
全町 1世帯に１袋
プレゼント!!
東川町、ＪＡひがしかわ

全町 1世帯に１袋
プレゼント!!

5日

6日
8日

11日
19日
27日

東川消防出初め式（午前10時半、農村環境改善セ
ンター）
役場仕事始め
上川中央部農民連盟総会（午後３時、ホテル敷島荘）
成人式（午後１時半、農村環境改善センター）
東川町老人クラブ連合会新年交礼会（正午、天勇）
ＪＡ東川青年部60周年記念式典（午後3時、農協大
ホール）

　
（前月比＋
（前月比＋
（前月比＋
（前月比＋

　
7,818人
3,718人
4,100人
3,193戸

9人
2人

21人
13人

　
15人）
4人）

11人）
6戸）

人口・世帯数　11月末日現在
人　口／
　男　／
　女　／
世帯数／
出　生／
死　亡／
転　入／
転　出／

　
父

史典

孝志

啓介

一直

大介

尽

晃一

寛仁

　
母

瞳

亜也子

恵子

倫美

みき

亜紀子

明日香

智帆

人のうごき　11月16日～12月15日
（敬称略、掲載はご承諾をいただいております）

　
行政区

北町3丁目
北町2丁目
南町1丁目
17区西町
西町3丁目
西町2丁目
22区
16東区

お 誕 生
生まれた子

松倉　璃空

松家　奈々

小林　泰晴

信田　結衣

榊原　遼

佐藤　百音

鳥羽　光

藤倉　聖里

まつくら　　り　く

 まつか　　 な  な

こばやし　たいせい

 のぶた　　 ゆ  い

さかきばら  りょう

  さとう　　 も  ね

　と　ば　　ひかる

ふじくら　  せ   り

行政区
　

西町3丁目

17区

ご  結  婚
傳福　勇也
横山　百合子
大川　敦弥
竹本　美雪

｝
｝

　
歳

87歳
87歳
86歳
58歳

　
行政区
西町3丁目
11区
北町2丁目
北町3丁目

届出人
三宅　明男
東方　武志
金巻　武男
田渕　澄子

おくやみ
亡き人
髙橋　キヨ
東方　ハナ子
金巻　綾子
田渕　　治
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麻しん風しん（ＭＲ）混合ワクチン定期予防接種の実施　住民福祉課

幼児の歯科検診・フッ素塗布のお知らせ　住民福祉課

接種時期

本年度の
対 象 者

接種回数
料 金

接種日程

受付時間

接種場所

第１期

生後12カ月から
24カ月に至るま
で

午後1時～同5時

平成2年4月2日～
同3年4月1日の間
に生まれた方

5歳以上7歳未満の者
（就学前の１年間）

13歳となる日の属する
年度の当該年度の末日
までの間にある方
（中学1年生に相当する
　年齢の方）

18歳となる日の属する
年度の当該年度の末日
までの間にある方
（高校3年生に相当する
　年齢の方）

平成14年4月2日～
同15年4月1日まで
に生まれた方

平成7年4月2日～
同8年4月1日まで
に生まれた方

第４期第３期第２期

１回、無料（町が費用を全額負担）

毎週金曜日（平成21年3月末まで、祝日除く）

町立診療所

お子さんの歯の状態はいかがでしょうか？
歯科検診とフッ素塗布を次のとおり実施します。

　全国的に発生した麻しん（はしか）の流行はまだ収まっていません。下記のとおり予
防接種を実施しています。対象年齢の方はすみやかに予防接種をしましょう。

【持ち物】母子手帳、住所の確認ができるもの（健康保険証、乳幼児医療受給者証など）
※２期、３期、４期の対象の方には個別に案内通知をしています。
※お子さんの体調の良い時に受けましょう。
お問い合わせは保健指導室☎82-2111（内線504、505）

実施場所

期 間

内 容

対 象

料 金

持 ち 物

町内の歯科医院　①東川歯科　☎82-3308 
　　　　　　　　②栄  歯  科　☎82-4331
※事前に予約をしてください

1月6日～2月27日（2回目）年2回実施

歯科検診、フッ素塗布

1歳から6歳（就学前）の幼児

500円（費用1000円のうち500円は町から補助されます）
その他治療に係る費用は個人負担です。

保険証、母子手帳、印鑑（印鑑は補助申請の書類に必要です。書
類は歯科医院にあります）

3月16日（月）までです
消費税及び地方消費税は3月31日（火）まで

所得税の
確定申告と
納税は

所得税確定申告のお知らせ所得税確定申告のお知らせ

申告または相談は次の場所で申告または相談は次の場所で

■税務署が対応する会場

　旭川北洋ビル9階（旭川市4条通9丁目）
　※税務署内では申告相談会場を設置しておりません。

■期間
　1月19日（月）～3月16日（月）
　※土・日・祝日を除きます。

■役場が対応する会場

　役場庁舎1階第1会議室
■還付申告及び相談期間
　2月2日（月）～3月16日（月）
　※土・日・祝日を除きます。

■納付申告
　2月16日（月）～3月16日（月）

●申告はお早めに
　申告期限間際になりますと、大変込み合いますので、お早めに済ませましょう。

●確定申告書の作成はご自分で
　「申告書の書きかた」「所得税の確定申告の手引き」等を参考に、ご自分で記載しましょう。また
　作成した申告書は送付により提出できます（受け付けした控えが必要な場合は、返信用封筒の同封
　を忘れずに）。
　送付先　〒070-0026　旭川市東６条１丁目２番15号　旭川東税務署

●納税は振り替えで
　税金の納付には、振替納税を利用していただきますようお願いしています。

インターネット（国税庁のホームページ）をご利用ください
【http://www.nta.go.jp/】内にある「確定申告書等作成コーナー」で簡単に作成することができます。

旭川東税務署（個人課税第一部門）☎２３－６２９１
　　　　　　　　　　　　　　　　（自動音声でご案内しています。案内番号「２」をお選びください）
東川町税務課税務室　　　　　　　☎８２－２１１１（内線127・128）

お問い合わせお問い合わせ

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

塩
分
バ
ラ
ン
ス
・
味
付
け
な
ど
を
確
認

し
、
食
生
活
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
（
希

望
す
る
方
は
食
生
活
改
善
推
進
員
と
な

る
単
位
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）
。

対
象　

町
民
な
ら
ど
な
た
で
も

日
時　

１
月
20
日
（
火
）
午
前
10
時
〜

す
。
）

　

本
年
度
の
申
請
は
、
印
鑑
を
ご
持
参

本
年
６
月
ま
で
の
１
年
間
で
す
。

▼
全
額
免
除

　

免
除
期
間
は
年
金
額
を
算
出
す
る
際

の
資
格
期
間
に
計
算
さ
れ
ま
す
が
、
全

額
納
付
し
た
と
き
に
比
べ
、
年
金
額
が

３
分
の
１
に
な
り
ま
す
。

▼
一
部
免
除
（
一
部
納
付
）

　

「
４
分
の
１
納
付
」
「
２
分
の
１
納

付
」
「
４
分
の
３
納
付
」
と
３
段
階
あ

り
ま
す
。

　

前
年
所
得
を
基
に
そ
れ
ぞ
れ
判
定
基

準
が
あ
り
、
審
査
さ
れ
ま
す
。

　

決
定
後
は
、
段
階
別
の
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
納
付
し
な

か
っ
た
場
合
「
未
納
期
間
」
と
な
り
、

資
格
期
間
や
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
せ

ん
。
必
ず
保
険
料
を
納
め
て
く
だ
さ
い

（
※
「
申
請
者
、
申
請
者
の
配
偶
者
、

世
帯
主
」
の
前
年
所
得
に
よ
っ
て
全
額

免
除
、
ま
た
は
一
部
免
除
が
判
定
さ
れ

ま
す
）
。

▼
若
年
者
納
付
猶
予

　

一
定
以
上
の
所
得
の
あ
る
世
帯
主
と

同
居
し
て
い
る
20
歳
代
の
申
請
者
本
人

及
び
配
偶
者
の
み
の
前
年
所
得
を
基
に

審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
失
業
に
よ
る
特
例
免
除

　

申
請
す
る
年
度
ま
た
は
前
年
度
に
失

業
（
退
職
）
し
て
い
た
場
合
。

　

申
請
時
は
、
雇
用
保
険
受
給
者
証
、

ま
た
は
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
が

必
要
で
す
（
※
申
請
者
以
外
の
「
申
請

者
の
配
偶
者
、
世
帯
主
」
の
前
年
所
得

に
よ
っ
て
該
当
段
階
が
判
定
さ
れ
ま

 
住
民
福
祉
課
か
ら

ご
存
知
で
す
か
？
国
民
年
金
の
保
険

料
免
除
・
納
付
猶
予
制
度

　

国
民
年
金
制
度
で
は
、
何
ら
か
の
経

済
的
理
由
で
毎
月
の
保
険
料
納
付
が
困

難
な
場
合
、
申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
納

付
が
免
除
、
ま
た
は
猶
予
と
な
る
「
保

険
料
免
除
」
「
若
年
者
納
付
猶
予
」
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
加
入
者
が
保
険
料
を
未
納

の
状
態
の
ま
ま
で
万
一
、
死
亡
ま
た
は

障
害
を
負
う
こ
と
に
な
っ
た
場
合
、
ご

家
族
、
ま
た
は
本
人
が
遺
族
基
礎
年
金
、

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
保
険
料
の
免

除
、
納
付
猶
予
申
請
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

免
除
、
ま
た
は
納
付
猶
予
の
手
続
き

を
し
た
場
合
、
そ
の
期
間
は
国
民
年
金

の
受
給
資
格
者
期
間
（
３
０
０
月
（
25

年
間
）
以
上
）
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
そ
の
間
の
保
険
料
納
付
額
は

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
将
来
受

け
取
る
年
金
額
は
、
全
額
納
付
の
方
と

比
べ
て
少
な
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

受
給
資
格
者
期
間
を
満
た
さ
ず
ま
っ
た

く
年
金
を
受
け
取
れ
な
く
な
る
事
態
を

避
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

将
来
の
国
民
年
金
受
給
額
を
少
し
で

も
増
や
す
た
め
に
は
、
該
当
と
な
っ
た

10
年
以
内
の
免
除
期
間
の
保
険
料
を
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

免
除
承
認
期
間
は
、
前
年
７
月
か
ら

の
う
え
、
役
場
１
階
１
番
窓
口
ま
で
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
住
民
室
☎
82
|
２

１
１
１
（
内
線
１
２
３
）

食
事
で
健
康
「
栄
養
教
室
」

　

食
事
の
不
適
切
な
摂
取
、
運
動
不
足

か
ら
起
き
る
生
活
習
慣
病
が
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。
「
自
分
の
健
康
は
自
分

で
守
る
」
を
柱
に
、
健
康
の
大
切
さ
を

考
え
ま
し
ょ
う
。
調
理
実
習
を
通
し
て

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

を
開
き
ま
す

　

運
動
不
足
解
消
、
健
康
維
持
に
効
果

的
な
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

始
め
ま
し
ょ
う
。

　

上
川
保
健
所
か
ら
講
師
を
招
き
、
11

月
に
引
き
続
い
て
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

初
め
て
の
方
、
関
心
あ
る
方
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
用
ポ
ー
ル
を
お
持
ち
で

な
い
方
は
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

　

今
回
の
講
習
は
、
60
歳
代
ま
で
の
運

動
程
度
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
申
し
込

み
者
多
数
の
場
合
は
健
診
受
診
者
を
優

先
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月
30
日
（
金
）
午
前
９
時
半

　

〜
正
午
（
申
し
込
み
制
）

集
合
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
集
団

　

検
診
室
（
実
技
は
戸
外
の
予
定
で
す
）

内
容　

①
ノ
ル
デ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

の
基
礎
知
識
、
基
本
動
作
の
講
義
と

　

実
技
②
上
手
に
続
け
る
た
め
の
ポ
イ

　

ン
ト

持
ち
物　

手
袋（
厚
手
過
ぎ
な
い
も
の
）、

　

防
寒
着
（
動
き
や
す
い
も
の
）
、
帽

　

子
（
防
寒
用
）
、
タ
オ
ル
（
汗
ふ
き

　

用
）
、
筆
記
用
具
、
飲
料
水

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ　

1
月
26

　

日
（
月
）
ま
で
に
保
健
指
導
室
☎
82

　

|
２
１
１
１
（
内
線
５
０
３
、
５
０

　

４
）

　

午
後
１
時
ご
ろ

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

講
話
「
食
べ
て
防
ご
う
生
活
習

　

慣
病
（
糖
尿
病
）
」
、
調
理
実
習
、

　

試
食
。
希
望
者
は
体
脂
肪
測
定
も
あ

　

り
ま
す

持
ち
物　

筆
記
道
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

　

角
巾
（
※
食
材
料
の
一
部
と
し
て
１

　

０
０
円
自
己
負
担
）

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

住
民
福

　

祉
課
保
健
指
導
室
☎
82
|
２
１
１
１

　

（
内
線
５
０
４
）

29 28Higashikawa  2009  January Higashikawa  2009  January



入札及び工事・業務発注結果のお知らせ　都市建設課
工事等の入札結果をお知らせします。お問い合わせは公共施設管理室☎82－2111（内線237）

請負価格
（税込み、円）

工　事　名　等 請負業者入札日 契約方法等

特定環境保全公共下水道西部処理区管渠管更生工事

物産センター警備室設置工事

特定環境保全公共下水道管渠実施設計委託業務

公営住宅清流団地解体工事

天人峡道路天津橋架替（A2橋台）工事
特定環境保全公共下水道事業下水道中期ビジョン策
定委託業務

特定環境保全公共下水道事業管路施設長寿命化計画
策定委託業務

東川町学校教育施設（中学校）耐震2次診断委託業務
東川町学校教育施設（小学校）耐震2次診断委託業務
平成20年度建設機械購入事業（除雪ドーザ13トン級）
東川町幼児センター保育用物品製作購入

指名競争入札

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

指名6社
〃 4社
〃 6社
〃 5社
〃 7社

〃 4社
〃 4社
〃 3社
〃 4社

㈱藤田組

㈲谷地建設

旭川設計測量㈱

松井組工建㈱

花本建設㈱

㈱中原建築設計事務所

㈱柴滝建築設計事務所

コマツ北海道㈱旭川支店

㈱大雪木工

35,595,000
1,575,000
1,470,000
9,450,000

15,750,000

9,082,500
13,440,000

〃 〃 3社㈱日水コン北海道支所 2,226,000

〃 〃 3社㈱日水コン北海道支所 2,236,500

13,639,500
1,878,450

10月10日

10月24日

11月  5日

11月21日

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

く
だ
さ
い
。
登

　

録
は
一
年
間
有

　

効
で
す
（
受
け

　

付
け
順
の
採
用

　

で
は
あ
り
ま
せ

　

ん
）

④
登
録
方
法

　
　

所
定
の
用
紙

　

（
定
数
外
職
員

　

履
歴
書
）
ま
た

　

は
市
販
の
履
歴

　

書
に
必
要
事
項

　

を
記
入
の
上
、

　

顔
写
真
を
貼
付

　

し
て
、
ご
本
人

　

が
直
接
、
総
務

　

室
ま
で
持
参
く

　

だ
さ
い
。
用
紙

　

は
、
総
務
室
に

　

備
え
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　

ト
で
町
の
公
式

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　

に
入
り
、
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

す
る
こ
と
も
で

　

き
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ

は
総
務
室
☎
82
|

２
１
１
１
（
内
線

２
２
３
）

日
時　

１
月
30
日
（
金
）
午
前
９
時
半

　

〜
正
午

内
容　

見
学
会
（
ク
ラ
ス
に
入
っ
て
見

　

学
）

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
イ

　

ル
ー
ム

募
集
人
数　

10
組
程
度
（
給
食
準
備
の

　

都
合
で
予
約
は
１
月
20
日
ま
で
）

参
加
料　

給
食
代
と
し
て
子
ど
も
１
食

　

分
１
８
０
円
（
零
歳
児
は
給
食
面
談

　

を
し
ま
す
）

臨
時
職
員
の
登
録
を
受
け
付
け
て
い

ま
す

企
画
総
務
課

　

町
は
年
間
を
通
し
て
臨
時
職
員
の
登

録
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
職
種
・
職
務
内
容

・
一
般
事
務
補
助　

書
類
整
理
、
電
話

　

対
応
、
来
客
対
応
、
パ
ソ
コ
ン
作
業

　

（
デ
ー
タ
入
力
、
文
書
作
成
な
ど
）

・
保
育
士
（
資
格
者
）　

幼
児
セ
ン
タ

　

ー
で
保
育
業
務

・
調
理
補
助
員　

給
食
等
調
理
補
助

・
そ
の
他
（
清
掃
、
運
転
業
務
等
）

②
勤
務
時
間

　
　

原
則
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
半

　

ま
で
１
日
７
時
間
半
勤
務
（
職
場
に

　

よ
っ
て
変
動
が
あ
り
ま
す
）

③
採
用
方
法

　
　

欠
員
の
状
況
に
よ
り
、
登
録
者
の

　

中
か
ら
選
考
に
よ
っ
て
採
用
に
な
り

　

ま
す
。
登
録
後
直
ち
に
採
用
さ
れ
る

　

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
イ

　

ル
ー
ム

募
集
人
数　

特
に
あ
り
ま
せ
ん
（
事
前

　

に
予
約
が
必
要
）

「
お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う
」

　

日
ご
ろ
、
お
子
さ
ん
と
ゆ
っ
く
り
遊

ぶ
時
間
が
持
て
な
い
お
父
さ
ん
、
お
子

さ
ん
と
一
緒
に
遊
び
ま
せ
ん
か
。
交
流

会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

対
象　

１
歳
以
上
就
学
前
の
幼
児
と
保

　

護
者

日
時　

１
月
24
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

内
容　

親
子
運
動
遊
び

講
師　

講
師
は
旭
川
市
手
を
つ
な
ぐ
育

　

成
会
相
談
員 

、
守
屋
陽
子
さ
ん

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
イ

　

ル
ー
ム

募
集
人
数　

10
組
〜
15
組
程
度
（
事
前

　

に
予
約
が
必
要
）

「
一
緒
に
考
え
よ
う
」

  

幼
児
セ
ン
タ
ー
に
入
園
を
予
定
さ
れ

て
い
る
方
を
対
象
に
し
た
体
験
見
学
会

で
す
。
今
回
は
３
歳
未
満
児
（
零
・
１

・
２
歳
児
）
の
入
園
児
の
様
子
を
見
学

す
る
予
定
で
す
。
昼
食
も
食
べ
ま
す
の

で
、
来
年
度
幼
児
セ
ン
タ
ー
に
入
園
さ

れ
る
方
は
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

対
象　

零
歳
、
１
歳
、
２
歳
児
の
お
子

　

さ
ん
と
お
母
さ
ん

 
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
地

域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
82
|
５
１

０
０

救
急
講
習
会
を
開
き
ま
す

　

幼
児
に
多
い
事
故
な
ど
の
応
急
手
当

と
A
E
D
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

を
使
っ
た
救
急
心
肺
そ
生
の
実
技
講
習

を
開
き
ま
す
。

対
象　

零
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
を
お
持

　

ち
の
保
護
者

日
時　

１
月
９
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

　

同
11
時
半

内
容　

幼
児
に
多
い
事
故
の
対
処
や
実

　

技
講
習

講
師　

大
雪
消
防
組
合
救
急
救
命
士

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
イ

　

ル
ー
ム

募
集
人
数　

15
組
程
度
（
事
前
に
予
約

　

が
必
要
）

人
形
劇
の
観
劇
会
が
あ
り
ま
す

　

楽
し
め
る
人
形
劇
の
観
劇
を
開
催
し

ま
す
。
お
子
さ
ん
を
連
れ
て
、
親
子
で

一
緒
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象　

零
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
と
お
母

　

さ
ん

日
時　

１
月
15
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

　

同
10
時
40
分
く
ら
い

内
容　

人
形
観
劇
と
絵
本
の
読
み
聞
か

　

せ
な
ど

講
師　

人
形
観
劇
「
フ
レ
ッ
プ
」

〔
補
償
の
内
容
〕

・
分
娩
に
関
連
し
て
発
症
し
た
重
度
脳

　

性
麻
痺
の
赤
ち
ゃ
ん
に
対
し
て
、
補

　

償
金
と
し
て
看
護
・
介
護
の
た
め
に
、

　

一
時
金
６
０
０
万
円
と
分
割
金
２
千

　

４
０
０
万
円
、
総
額
３
千
万
円
が
支

　

払
わ
れ
ま
す
。 

〔
補
償
の
対
象
〕

・
平
成
21
年
１
月
１
日
以
降
に
生
ま
れ

　

た
赤
ち
ゃ
ん

・
「
出
生
体
重
２
千
グ
ラ
ム
以
上
か
つ

　

妊
娠
33
週
以
上
」
、
ま
た
は
「
妊
娠

　

28
週
以
上
で
所
定
の
要
件
に
該
当
し

　

た
場
合
」
に
出
生
し
た
赤
ち
ゃ
ん
に
、

　

身
体
障
害
者
等
級
１
級
ま
た
は
２
級

　

相
当
の
重
度
脳
性
麻
痺
を
発
症
し
た

　

場
合
（
先
天
性
要
因
等
は
補
償
対
象

　

外
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

　
　
　
　
　
　

◇

　

妊
産
婦
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
産
科

医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
分
娩
機

関
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。

　

公
正
で
中
立
的
な
第
三
者
機
関
、

（
財
）
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
（
東

京
）
が
運
営
に
あ
た
り
ま
す
。
制
度
に

加
入
し
て
い
る
分
娩
機
関
で
出
産
を
す

る
と
、
万
一
の
時
に
補
償
の
対
象
に
な

り
ま
す
。

　

制
度
に
加
入
し
て
い
る
分
娩
機
関
で

は
、
院
内
に
産
科
医
療
補
償
制
度
の
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
掲
示
し
ま
す
。
分
娩

機
関
が
こ
の
制
度
に
加
入
し
て
い
る
か

ど
う
か
、
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

加
入
分
娩
機
関
で
は
、
妊
産
婦
の
皆

　

町
）
「
写
真
、
こ
う
支
援
‼
」
、
深

　

江
博
紀
（
旭
川
市
）
「
今
は
昔
」

▼
佳
作　

大
谷
啓
子
（
旭
川
市
）
、
岡

村
喜
久
（
八
王
子
市
）
、
岡
村
英
雄

（
同
）
、
岡
村
芳
郎
（
同
）
、
千
田

光
彦
（
富
良
野
市
）
、
寺
崎
俊
夫

（
札
幌
市
）
、
寺
田
省
樹
（
旭
川

市
）
、
西
内
久
美
子
（
同
）
、
松
木

貢
（
同
）
、
森
敏
雄
（
当
麻
町
）

〔
子
供
部
門
〕

▼
準
グ
ラ
ン
プ
リ　

照
井
朋
華
（
第
二

　

小
）
「
ま
っ
赤
な
木
」
、
山
本
佑
輔

　

（
東
川
小
）
「
ボ
ク
の
友
達
」

▼
佳
作　

岡
村
あ
か
り
、
岡
村
こ
ゆ
き
、

　

加
藤
海
斗
、
川
上
麗
菜
、
津
谷
咲
絵
、

　

畑
中
公
輔
、
畑
中
壮
氏
、
畑
中
友
輔
、

　

山
本
花
菜
子
、
渡
邊
廉

「
産
科
医
療
補
償
制
度
」
が
始
ま
り

ま
し
た

大
雪
地
区
広
域
連
合

　

「
産
科
医
療
補
償
制
度
」
が
１
月
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
「
産
科
医
療

補
償
制
度
」
へ
加
入
し
て
い
る
分
娩

（
ぶ
ん
べ
ん
）
機
関
で
出
産
し
た
赤
ち

ゃ
ん
を
対
象
に
、
分
娩
に
関
し
て
発
症

し
た
重
度
脳
性
麻
痺
（
ま
ひ
）
の
赤
ち

ゃ
ん
と
そ
の
家
族
の
経
済
的
負
担
を
速

や
か
に
補
償
し
ま
す
。

　

掛
け
金
は
、
分
娩
機
関
が
負
担
し
ま

す
。
そ
の
負
担
に
伴
い
分
娩
費
の
上
昇

が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
出
産
育
児
一
時

金
に
３
万
円
加
算
さ
れ
る
金
額
が
支
払

わ
れ
ま
す
。

第
４
回
ひ
が
し
か
わ
大
写
真
展
入
選

者
が
決
定

写
真
の
町
実
行
委

　

東
川
町
写
真
の
町
実
行
委
員
会
主
催

の
第
４
回
ひ
が
し
か
わ
大
写
真
展
入
選

者
が
決
ま
り
ま
し
た
。
グ
ラ
ン
プ
リ
は
、

町
内
一
般
部
門
で
松
林
茂
さ
ん
の
作
品

「
ち
ゅ
〜
〜
」
（
２
Ｌ
版
）
、
町
外
一

般
部
門
か
ら
は
、
佐
藤
和
子
さ
ん
（
旭

川
市
）
の
作
品
「
野
焼
き
」
（
六
つ
切

り
）
、
子
供
部
門
で
は
大
泉
こ
ま
ち
さ

ん
（
第
二
小
）
の
作
品
「
お
き
な
さ
ー

い
！
」
（
Ａ
４
版
）
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
応
募
は
、
町
内
一
般
部
門
に

35
人
１
０
６
作
品
、
町
外
一
般
部
門
に

20
人
34
作
品
、
子
供
部
門
に
54
人
63
作

品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

作
品
は
１
月
６
日
か
ら
同
月
26
日
ま

で
町
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
示
、
表
彰

式
は
同
月
18
日
、
第
35
回
ひ
が
し
か
わ

氷
ま
つ
り
会
場
で
行
い
ま
す
。

　

準
グ
ラ
ン
プ
リ
以
下
の
入
賞
者
は
次

の
通
り
（
敬
称
略
）
。

〔
町
民
一
般
部
門
〕

▼
準
グ
ラ
ン
プ
リ　

岡
村
清
美
「
七
・

　

五
・
三
」
、
小
林
順
一
「
夕
映
え
の

　

忠
別
湖
」

▼
佳
作　

伊
藤
浩
二
、
大
櫛
久
栄
、
岡

　

村
正
雄
、
川
上
陽
子
、
小
坂
順
子
、

　

高
橋
孝
治
、
種
野
信
篤
、
湯
浅
希
美
、

　

吉
田
孝
志
、
和
田
稔

〔
町
外
一
般
部
門
〕

▼
準
グ
ラ
ン
プ
リ　

澤
田
秀
幸
（
美
瑛

様
に
制
度
の
対
象
者
に
な
る
こ
と
を
示

す
「
登
録
証
」
を
交
付
し
ま
す
。
必
要

事
項
を
記
載
し
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
登
録
証
は
な
く
さ
な
い
よ
う
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

　

広
域
連
合
直
通
ダ
イ
ヤ
ル
を
新
設
し

ま
し
た
。
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、

後
期
高
齢
者
医
療
の
お
問
い
合
わ
せ
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
従
来
ど
お
り
役
場

の
代
表
電
話
も
利
用
で
き
ま
す
。
☎
直

通
（
新
）
82
|
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松
田
市
太
郎
顕
彰
碑
の
建
立
時
寄
付

金
を
町
に
寄
付

　

昨
年
12
月
８
日
、
松
田
市
太
郎
顕
彰

碑
建
立
実
行
委
員
会
（
山
田
貞
男
会
長
）

が
、
町
に
松
田
市
太
郎
顕
彰
碑
の
建
立

寄
付
金
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　

１
９
８
０
（
昭
和
55
）
年
、
羽
衣
公

園
の
東
側
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
付
近
に
建

立
し
た
松
田
市
太
郎
顕
彰
碑
の
建
立
時

に
集
め
た
寄
付
金
を
一
括
し
て
町
に
寄

贈
し
ま
し
た
。

　

当
時
の
実
行
委
の
う
ち
、
現
在
ま
で

引
き
続
い
て
役
員
を
務
め
て
き
た
８
人

が
役
場
を
訪
れ
、
松
岡
市
郎
町
長
に
目

録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

故
松
田
市
太
郎
氏
は
、
１
８
５
７

（
安
政
４
）
年
、
当
時
の
江
戸
幕
府
函

館
奉
行
所
石
狩
役
所
の
足
軽
と
し
て
大

雪
山
探
検
の
命
を
受
け
、
一
行
６
人
で

和
人
と
し
て
初
め
て
大
雪
山
系
を
踏
破
。

忠
別
川
の
源
流
を
発
見
し
ま
し
た
。

　

顕
彰
碑
は
そ
の
功
績
を
た
た
え
た
も

の
で
す
。

憲
法
講
座
の
ご
案
内

東
川
９
条
の
会

　

東
川
９
条
の
会
（
近
藤
照
衣
会
長
）

は
憲
法
講
座
の
1
月
例
会
を
開
き
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

1
月
25
日
（
日
）
午
後
６
時
半

　

か
ら

場
所　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
研
修
室

講
師　

弁
護
士
、
近
藤
伸
生
氏
「
ア
メ

　

リ
カ
発
の
世
界
同
時
不
況　

そ
の
３
」

参
加
料　

１
０
０
円
（
資
料
代
）

お
問
い
合
わ
せ　

矢
部
さ
ん
☎
82
|
５

　

４
７
０
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く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

文
化
交
流
館

　

文
化
交
流
館
貸
し
出
し
図
書
の
整
理

や
点
検
、
図
書
情
報
の
パ
ソ
コ
ン
入
力
、

絵
本
コ
ー
ナ
ー
の
装
飾
な
ど
を
担
当
し

て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
タ

ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。　
　
　

 

活
動
は
毎
月
２
回
、
定
期
的
に
行
い

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

 

活
動
日
は
、
毎
月
第
２
土
曜
日
、
第

４
水
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら
２
時
間
程

度
で
す
。

 

お
問
い
合
わ
せ
は
文
化
交
流
館
☎
82

|
４
２
４
５

韓
国
済
州
島
観
光
の
参
加
者
を
募
集

東
川
町
韓
国
交
流
協
会

　

東
川
町
韓
国
交
流
協
会
（
宮
崎
堅
二

会
長
）
は
３
月
18
日
、
同
月
25
日
か
ら
、

い
ず
れ
も
３
泊
４
日
の
韓
国
・
済
州
島

旅
行
へ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
い

ず
れ
も
旭
川
空
港
発
着
の
韓
国
ア
シ
ア

ナ
航
空
で
仁
川
空
港
ま
で
の
直
行
便
を

利
用
。
２
日
間
の
済
州
島
観
光
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

日
時　

３
月
18
日
（
水
）
、
同
月
25
日  

　

（
水
）
か
ら
３
泊
４
日

費
用　

最
大
10
万
円
（
為
替
レ
ー
ト
の

　

変
動
で
円
、
ウ
ォ
ン
交
換
比
率
に
変

　

動
の
可
能
性
あ
り
。
燃
料
サ
ー
チ
ャ

　

ー
ジ
・
航
空
機
座
席
予
約
手
数
料
含
む
）

締
め
切
り　

１
月
15
日
（
木
）
、
ま
た

　

は
定
員
（
35
人
）
に
な
り
次
第
。

ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
21
日
午
前
10
時

募
集　

１
０
０
人
程
度
（
1
月
７
日
か

　

ら
受
け
付
け
ま
す
。
締
め
切
り
は
２

　

月
６
日
、
先
着
順
）

参
加
費　

大
人
千
円
、
小
・
中
学
生
５

　

０
０
円
（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同

　

伴
）

お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

（
財
）

　

河
川
環
境
管
理
財
団
（
担
当
、
谷
さ

　

ん
）
☎
０
１
１
|
２
６
１
|
７
９
５

　

３
「
定
額
給
付
金
」
を
装
っ
た
振
り
込

め
詐
欺
に
ご
注
意
！

総
務
省

　

先
ご
ろ
政
府
与
党
・
自
民
党
で
決
定

さ
れ
た
「
定
額
給
付
金
」
の
給
付
を
装

っ
た
振
り
込
め
詐
欺
、
個
人
情
報
の
詐

取
被
害
の
増
加
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
定
額
給
付
金
」
は
、
具
体
的
な
給
付

方
法
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
市

町
村
の
職
員
や
総
務
省
の
職
員
を
名
乗

る
電
話
や
、
給
付
方
法
を
指
示
す
る
郵

便
物
な
ど
が
届
い
た
ら
要
注
意
。

　

市
町
村
の
職
員
や
総
務
省
の
職
員
が

皆
さ
ま
の
住
所
や
世
帯
構
成
、
銀
行
口

座
の
番
号
な
ど
個
人
情
報
を
問
い
合
わ

せ
る
こ
と
も
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
不

審
な
電
話
や
郵
便
が
来
た
ら
、
一
刻
も

早
く
最
寄
り
の
警
察
、
ま
た
は
警
察
相

談
電
話
（
☎
＃
９
１
１
０
）
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

調
理
師
の
皆
さ
ま
、
２
年
ご
と
の
届

け
出
が
必
要
な
年
度
で
す上

川
保
健
所

　

調
理
業
務
に
従
事
し
て
い
る
調
理
師

の
方
は
、
調
理
の
従
事
場
所
の
届
け
出

が
必
要
で
す
。

　

調
理
従
事
場
所
等
届
け
出
（
２
年
ご

と
の
12
月
31
日
現
在
）
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
の
は
○
寄
宿
舎
、
学
校
、
病
院
、

各
種
施
設
な
ど
、
多
人
数
に
飲
食
物
を

調
理
・
供
与
し
て
い
る
施
設
に
従
事
し

て
い
る
調
理
師
の
方
○
飲
食
店
営
業
、

魚
介
類
販
売
業
、
そ
う
ざ
い
製
造
業
に

従
事
し
て
い
る
調
理
師
の
方
―
で
す
。

　

届
け
出
は
、
所
定
の
届
け
出
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
働
い
て
い
る

地
域
を
担
当
区
域
と
し
て
い
る
（
社
）

北
海
道
全
調
理
師
会
旭
川
支
部
（
旭
川

市
保
健
所
内
☎
27
|
３
７
６
６
）
ま
で

（
締
め
切
り
は
１
月
15
日
）
。
届
け
出

用
紙
は
同
支
部
、
ま
た
は
上
川
保
健
所

健
康
推
進
課
増
進
係
（
☎
46
|
５
９
８

８
）
に
備
え
て
い
ま
す
。

２
月
21
日
、
忠
別
ダ
ム
冬
イ
ベ
ン
ト

開
催

忠
別
ダ
ム
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン

「
遊
ｉ
ｎ
ｇ
忠
別
」

　

忠
別
ダ
ム
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
「
遊

ｉ
ｎ
ｇ
忠
別
」
（
鈴
木
健
治
代
表
）
は

２
月
21
日
（
土
）
、
忠
別
ダ
ム
サ
イ
ト

で
開
く
「
忠
別
ダ
ム
冬
イ
ベ
ン
ト
」
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
雪
像
コ
ン
テ

ス
ト
、
雪
中
植
林
な
ど
を
予
定
し
て
い

お
問
い
合
わ
せ　

韓
国
交
流
協
会
事
務

　

局
（
マ
・
メ
ゾ
ン
西
川
さ
ん
）
☎
82

　

|
3
8
9
8
、
ま
た
は
杉
山
さ
ん　

　

（
役
場
住
民
福
祉
課
）
☎
82
|
２
１

　

１
１
（
内
線
５
０
６
）

放
送
大
学
の
学
生
募
集

放
送
大
学
北
海
道
学
習
セ
ン
タ
ー

　

放
送
大
学
は
、
平
成
21
年
度
第
１
学

期
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。
テ
レ
ビ
な

ど
の
放
送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通

信
制
の
大
学
で
、
学
校
教
育
法
に
基
づ

い
て
、
正
規
の
大
学
教
育
を
受
け
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

募
集
期
間　

２
月
28
日
（
土
）
ま
で

授
業
料　

1
科
目
（
２
単
位
）
1
万
千

　

円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）
。
大
学
院

　

は
1
科
目
（
２
単
位
）
２
万
２
千
円

　

（
同
）
。
ほ
か
に
各
科
入
学
料
。

学
生
の
種
類　

①
科
目
履
修
生
・
選
科

　

履
修
生
（
15
歳
以
上
）
②
全
科
履
修

　

生
（
18
歳
以
上
で
大
学
入
学
資
格
を

　

持
っ
て
い
る
方
）
③
大
学
院
（
修
士

　

科
目
生
、
修
士
選
科
生
＝
い
ず
れ
も

　

18
歳
以
上
）

お
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求　

放
送
大

　

学
北
海
道
学
習
セ
ン
タ
ー
旭
川
サ
テ

　

ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
☎
22
|
２
６
２
７

　

（
旭
川
市
常
磐
公
園
、
常
磐
館
内
）

北
工
学
園
の
支
援
準
備
委
員
会
を
設

立
し
ま
す

支
援
準
備
委
員
会
発
起
人
会

　

北
工
学
園
（
旭
川
福
祉
専
門
学
校
、

北
海
道
環
境
福
祉
専
門
学
校
）
の
学
園

継
続
、
発
展
を
支
援
す
る
「
北
工
学
園

支
援
委
員
会
」
（
仮
称
）
の
設
立
準
備

委
員
会
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

環
境
保
全
、
医
薬
、
食
育
、
保
育
、

介
護
福
祉
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
プ
ロ
養
成

校
と
し
て
、
今
後
の
役
割
が
一
層
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
昨
年
12
月
、

町
内
一
丸
で
同
学
園
を
支
援
す
る
目
的

で
支
援
委
員
会
の
設
立
発
起
人
会
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
早
け
れ
ば
２
月
に

も
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
発
展
的

に
支
援
委
員
会
の
発
足
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
支
援
活
動
に
賛
同
い

た
だ
け
る
方
を
募
っ
て
い
ま
す
。
応
募

締
め
切
り
は
１
月
20
日
（
定
員
は
お
お

む
ね
20
人
）
。
お
問
い
合
わ
せ
は
町
教

育
振
興
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
室
（
三
宅
）

ま
で
。
☎
82
|
２
１
１
１
（
内
線
２
６

４
）

バ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま

す

新
婦
人
せ
せ
ら
ぎ
班

　

新
婦
人
せ
せ
ら
ぎ
班
は
「
子
ど
も
た

ち
の
た
め
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー

ト
」
と
題
し
て
バ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
き
ま
す
。
出
演
は
旭
川
出
身
の

バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
、
池
田
敏
美
さ
ん
、

カ
ウ
ン
タ
ー
テ
ノ
ー
ル
歌
手
、
池
田
弦

氏
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
田
中
ま
り
さ
ん
の

３
人
。
今
回
で
３
回
目
の
演
奏
会
で
す
。

親
子
で
楽
し
め
る
曲
を
中
心
に
し
た
楽

日
時　

ひ
が
し
か
わ
氷
ま
つ
り
前
夜
祭

　

の
花
火
打
ち
上
げ
終
了
15
分
後

路
線　

東
忠
別
線
、
北
忠
別
線
、
東
雲

　

上
キ
ト
ウ
シ
線

料
金　

大
人
１
５
０
円
、
子
ど
も
70
円

お
問
い
合
わ
せ　

公
共
施
設
管
理
室
☎

　

82
|
２
１
１
１
（
内
線
２
３
７
）

日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
あ
り

ま
し
た
。

　

今
年
で
６
回
目
。
益
金
は
全
額
赤
い

羽
根
共
同
募
金
に
寄
付
し
て
い
ま
す
。

会
場
に
は
３
０
０
人
を
越
す
観
客
で
満

席
。

　

町
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
６
グ
ル

ー
プ
が
出
演
。
そ
れ
ぞ
れ
に
得
意
の
演

奏
が
場
内
に
響
き
ま
し
た
。

　

ち
び
っ
子
向
け
に
は
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー

・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
の
最
近
の
作

品
２
本
立
て
。
子
供
達
は
場
内
１
０
０

イ
ン
チ
の
大
画
面
に
釘
づ
け
で
し
た
。

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
は
、
町
内
商
店

や
飲
食
店
か
ら
提
供
の
飲
食
券
、
買
い

物
券
が
当
た
る
大
抽
選
会
に
一
喜
一
憂
。

に
ぎ
や
か
な
パ
ー
テ
ィ
ー
を
満
喫
し
ま

し
た
。

氷
ま
つ
り
で
町
営
バ
ス
臨
時
運
行

都
市
建
設
課

　

１
月
17
日
（
土
）
、
町
営
バ
ス
の
臨

時
便
を
運
行
し
ま
す
。

世
界
の
料
理
教
室
│
初
回
講
座
で
本

格
手
作
り
餃
子

東
川
町
国
際
文
化
交
流
協
会

　

昨
年
12
月
7
日
、
東
川
町
国
際
文
化

交
流
協
会
（
両
瀬
渉
会
長
）
が
主
催
し

て
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
「
第

1
回
世
界
の
料
理
教
室
」
を
開
き
ま
し

た
。
約
20
人
が
本
格
手
作
り
ギ
ョ
ー
ザ

の
作
り
方
を
学
び
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
町
内
在
住
の
中
国
帰
国
子

女
、
吉
田
秀
美
さ
ん
。
21
歳
ま
で
吉
林

省
で
過
ご
し
た
だ
け
に
、
中
国
料
理
は

お
手
の
も
の
で
す
。

 

小
麦
粉
（
強
力
粉
）
を
練
っ
て
皮
作

り
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
具
は
、
豚
バ
ラ
肉

の
細
切
れ
、
た
っ
ぷ
り
の
白
菜
、
エ
ビ

の
ミ
ン
チ
を
、
し
ょ
う
ゆ
で
薄
く
味
付

け
し
て
お
く
の
が
秘
け
つ
で
す
。
付
け

た
れ
は
、
ポ
ン
酢
し
ょ
う
ゆ
が
意
外
な

お
い
し
さ
。

 

一
口
大
の
大
き
さ
で
、
一
人
20
個
か

ら
30
個
く
ら
い
は
ぺ
ろ
り
と
平
ら
げ
て

し
ま
う
お
い
し
さ
に
、
町
英
語
指
導
助

手
の
リ
ン
ズ
ィ
ー
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
さ

ん
も
参
加
し
て
み
ん
な
で
舌
鼓
を
打
っ

て
い
ま
し
た
。

「
ラ
イ
ブ
で
パ
ー
テ
ィ
ー　

イ
ン　

ク
リ
ス
マ
ス
」
今
年
も
大
盛
況

東
川
イ
ベ
ン
ト
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ

　

東
川
イ
ベ
ン
ト
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
主

催
の
恒
例
「
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ　

ｄ
ｅ　

パ
ー

テ
ィ
ー　

ｉ
ｎ　

Ｘ
,　
ｍ
ａ
ｓ
」
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
昨
年
12
月
21

し
い
ひ
と
時
を
ど
う
ぞ
ご
一
緒
に
。

日
時　

１
月
25
日
（
日
）
午
後
２
時

場
所　

叢
舎
（
く
さ
む
ら
や
）
（
西
４

　

号
北
42
）

料
金　

大
人
千
円
、
親
子
千
５
０
０
円

　

（
３
歳
以
上
の
子
供
何
人
で
も
料
金

　

は
同
じ
）

お
問
い
合
わ
せ　

叢
舎
（
澤
田
さ
ん
）

　

☎
82
|
４
４
１
６

町
長
杯
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
参
加
者
を

募
集
し
ま
す

東
川
町
ミ
ニ
バ
レ
ー
協
会

　

冬
期
間
の
体
力
づ
く
り
と
親
睦
に
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

日
時　

２
月
８
日
午
前
８
時
45
分
か
ら

　

（
受
け
付
け
開
始
）

会
場　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

種
目　

①
混
成
②
40
歳
未
満
③
40
歳
以

　

上
④
50
歳
以
上
⑤
女
子
の
部
（
１
チ

　

ー
ム
６
人
以
内
、
年
齢
は
大
会
当
日

　

の
満
年
齢
）

参
加
料　

千
円
（
１
人
）

締
め
切
り　

１
月
22
日
（
木
）
必
着

そ
の
他　

当
日
お
弁
当
を
６
０
０
円　

　

（
１
つ
）
で
斡
旋
し
ま
す
。
ご
希
望

　

の
方
は
参
加
申
し
込
み
時
に
申
し
込

　

み
用
紙
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

事
務
局

　

の
大
城
さ
ん
☎
82
|
３
５
４
２
、
携

　

帯
０
８
０
|
３
２
６
０
|
３
１
８
８

17日＜前夜祭＞
　○羽衣公園会場ライトアップ（午後4時～）
　○雪像コンクール投票、抽選会（午後5時～）
　○花火打ち上げ（午後７時～）（花火打ち上げ終了後、町営バス3路線臨時便運行）

18日＜本まつり＞
　○氷雪像コンクール・町民大写真展表彰式（正午、野外ステージ）
　○各種ゲーム大会（午前10時～、午後1時～）スノーボール、キックボール、ダーツ、
　　ラリーゲーム、じゃんけん大会　など
　○餅つき大会（午前11時、午後1時の2回）
　○東川中、旭川市立永山南中マンドリン部演奏会（午後1時半、農村環境改善センター）
　○大人気！ ジャンボ滑り台　　ほか

雪と氷の祭典
第35回ひがしかわ氷まつり

雪と氷の祭典
第35回ひがしかわ氷まつり

雪と氷の祭典
第35回ひがしかわ氷まつり

雪と氷の祭典
第35回ひがしかわ氷まつり
1/17（土）～1/19（月）　メーン会場：羽衣公園1/17（土）～1/19（月）　メーン会場：羽衣公園1/17（土）～1/19（月）　メーン会場：羽衣公園1/17（土）～1/19（月）　メーン会場：羽衣公園

主催：東川町観光協会
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く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

【バレーボール】
◆モルテンカップ第11回旭川小学
生協会長杯大会（11月22日・鷹栖
町立体育館）
▼女子の部　②ひがしかわジュニア
◆第28回道新カップ北海道バレー
ボール道北大会（11月８・９日、富
良野スポーツセンター）
▼女子　1回戦
ひがしかわジュニア　１－２　遠別イー
グルス
　

【空手】
◆第30回北海道地区剛柔会空手
道選手権大会（11月30日、帯広市
帯広の森体育館）
◇形　▼小学生中学年男子　②菊
地成龍（東川小４年）▼同同女子　
②宮坂舞花（同同）▼同高学年男
子　①谷地元稜平（同５年）▼同同

　
女子　①中島沙貴（同同）▼中学
生男子　①中島拓也（東川中２年）
③小池孝幸（同３年）▼高校・大学
・一般女子　③小池幸栄
◇組み手　▼小学生中学年男子　
①菊地成龍▼同同女子　②宮坂
舞花③西脇綾乃（東川小４年）
　

【卓球】
◆加盟団体冬季対抗戦中学校の
部（12月13日・旭川市総合体育館）
▼男子決勝
江別野幌Ａ３－２東川
◆第２４回北海道中学校選抜大会
旭川地区予選会（11月30日・旭川
市総合体育館）
◆▼男子決勝　
東川　３－１　当麻Ａ

特定公共賃貸住宅の入居者を募集します

１．入居申込書
２．住宅等状況申告書
３．平成19年1月から12月までの所得の状況が確認できる書類（所得証明、源泉徴収票など）
４．納税証明書（平成19年1月1日現在町内に住所があった方は同意書で可）
５．その他必要と認める書類
６．印鑑
※下線のついている書類は、税務課収納室に用意してあります。
※３・４の書類は、入居予定者の中で所得のある方全員分を提出してください。

受付期間

受付場所

募集戸数

お申し込みに
必要なもの

1月6日（火）～23日（金）
税務課収納室（役場庁舎1階4番窓口）
3戸

そ の 他

選 考 方 法

入居予定日
敷 金
連帯保証人
お問い合わせ

入居申し込み者または同居親族が「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」第2条第6号に
該当する場合には、入居することはできません。

公営住宅等入居者選考委員会を開催し、入居者を決定します。
※選考委員会で決定されなかった場合は、公開抽選会を開催します。開催日は未定です。

平成21年2月上旬
家賃の3カ月分
入居者と同程度以上の所得金額のある方2人
税務課収納室　☎82-2111（内線122）

募集団地 場　所 間取り･戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他

・3LDK（80.9㎡)
・1戸（2階中央）
・55,000円～
　72,600円

・平成9年
・鉄筋コンクリート造り2階建て
・浴室（ユニットバス付き）
・物置付き、駐車場1台

南団地B1 南町1丁目7番

町内に住所または勤務地を有する方および本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方

●家族向け特定公共賃貸住宅

①

入
居
資
格

（１）同居または同居しようとする親族がいる方
（２）世帯の収入金額が国で定める収入基準の範囲内の方

※状況によって変わる場合がありますので、詳細はお問い合わせください。

募集団地 場　所 間取り･戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他

●単身者用特定公共賃貸住宅

・1LDK（38.1㎡)
・1戸（2階中央）
・30,800円～
　40,700円

・平成11年
・鉄筋コンクリート造り2階建て
・浴室（ユニットバス付き）
・オール電化住宅
・物置付き、駐車場1台

※家賃のほかに温水器、
暖房機、調理器のリー
ス料（月額3,360円）が
別途必要です。

西町団地
アヴニールⅡ

西町1丁目9番③

・1LDK（37.2㎡)
・1戸（2階端）
・30,400円～
　40,200円

・平成6年
・鉄筋コンクリート造り2階建て
・浴室（ユニットバス付き）
・オール電化住宅
・物置付き、駐車場1台

西町団地
アヴニールⅠ

西町1丁目9番②

入
居
資
格

（1）昭和31年4月2日以後に生まれた単身の方
（2）収入金額が国で定める収入基準の範囲内の方、または入居後所得の上昇が見込まれる方
※詳細はお問い合わせください。

町内に住所または勤務地を有する方および本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方

社
協
だ
よ
り

温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す

　

11
月
17
日
か
ら
12
月
15
日
ま
で

に
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
方
は
次
の
と
お
り

で
す
。

《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》

西
町
３
丁
目　

三
宅　

明
男　

様

32
区　
　
　
　

米
山　

壽
和
子
様

北
町
２
丁
目　

金
巻　

武
男　

様

北
町
３
丁
目　

田
渕　

澄
子　

様

今
月
の
く
ら
し
の
相
談
日
ご
案
内

　

町
民
の
み
な
さ
ん
の
困
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
、
相
談
日
を
設
け
て

毎
月
一
回
第
3
木
曜
日
午
後
１
時

半
か
ら
同
４
時
ま
で
社
協
相
談
室

で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

今
月
の
相
談
日
と
相
談
員
は
次

の
と
お
り
で
す
。

1
月
15
日　

寺
沢　

孝
之

０歳からのおはなし会
にちじ：1月29日(木) 午前10時半～同11時半
ばしょ：文化交流館絵本ルーム

　絵本の読み聞かせと手遊びなどで楽し
く過ごしましょう。
後半は、親子で自由に絵本を楽しんだ
り、参加者同士の交流をします。
☆年齢に関係なく、どなたでも参加でき
ます。
（会費はありません。申し込み不要）

「青春キャッチ5・7・5」（平成19年度入選作品）
キャッチ賞 落ち着くな　　家族が集まる　　その時間

（中学生の部　折原　幸代）

文化ギャラリー展示案内
●1月6日（火）～1月26日（月）
・第４回ひがしかわ大写真展

●1月6日（火）～2月1日（日）
・富士フォトコンテスト入賞作品展

第４回ひがしかわ大写真展町民子ど
も部門グランプリ
「おきなさーい！」（大泉こまち（7歳））＝
東川第二小学校

各種大会成績

手前左から菊地君、谷地元君、中島さ
ん（４人目）、宮坂さん（右から３人目）、
西脇さん（同２人目）、後方左から中島
君、小池（孝）君、小池（幸）さん（５人目）

モルテンカップ2位のひがしかわジュニア

お問い合わせ
「おはなしの会ピッピ」三戸部さん☎82－5278

女
性
消
防
団
員
を
募
集

大
雪
消
防
組
合
東
消
防
署

　

防
火
活
動
を
中
心
と
し
た
防
災
指
導
、

応
急
手
当
の
指
導
、
各
種
研
修
会
へ
の

参
加
な
ど
を
通
じ
て
、
幅
広
い
活
動
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
資
格　

東
川
町
内
の
在
住
者
で
、

　

18
歳
以
上
の
女
性

処
遇　

別
紙
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧

　

く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

東
消
防

　

署
☎
83
|
０
１
１
９
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こ
の
言
葉
は
、
金
子
み
す
ゞ
童

謡
集
に
出
て
く
る
「
わ
た
し
と
小

鳥
と
す
ず
と
」
の
言
葉
で
す
。

　

わ
た
し
と
小
鳥
と
す
ず
と

わ
た
し
が
両
手
を
ひ
ろ
げ
て
も
、

お
空
は
ち
っ
と
も
と
べ
な
い
が
、

と
べ
る
小
鳥
は
わ
た
し
の
よ
う
に

地
面
（
じ
べ
た
）
を
は
や
く
は
走

れ
な
い
。

わ
た
し
が
か
ら
だ
を
ゆ
す
っ
て
も

き
れ
い
な
音
は
で
な
い
け
ど
、

あ
の
鳴
る
鈴
は
わ
た
し
の
よ
う
に

た
く
さ
ん
な
歌
は
し
ら
な
い
よ
。

鈴
と
小
鳥
と
そ
れ
か
ら
わ
た
し
、

み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
。

　

金
子
み
す
ゞ
は
１
９
０
３
（
明

治
36
）
年
４
月
生
ま
れ
で
す
。
１

９
３
０
（
昭
和
５
）
年
３
月
、
26

歳
の
若
さ
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

５
１
２
編
の
童
謡
を
残
し
て
。

　

お
よ
そ
１
０
０
年
前
の
人
で
す

が
、
今
日
多
く
の
人
が
み
す
ゞ
の

フ
ァ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

み
す
ゞ
の
楽
し
く
優
し
く
そ
し

て
悲
し
い
、
豊
か
な
感
性
に
あ
ふ

れ
た
童
謡
に
出
合
う
と
き
、
心
が

揺
さ
ぶ
ら
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
現
代
社
会
を
み
る
と
、

自
分
（
達
）
と
異
な
る
も
の
を
排

斥
し
、
攻
撃
し
て
い
ま
す
。

　

戦
争
、
テ
ロ
、
い
じ
め
の
背
景

に
、
こ
の
よ
う
な
考
え
が
あ
る
よ

う
に
思
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
み
す
ゞ
は
「
み
ん
な

違
っ
て
、
み
ん
な
い
い
」
で
す
。

　

こ
こ
ろ
の
豊
か
さ
と
は
何
か
を

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

次
に
紹
介
す
る
の
は
、
辻
井
い

つ
子
著
「
今
日
の
風
、
な
に
色
」

で
す
。

　

わ
が
子
・
伸
行
君
の
目
に
障
害

が
あ
る
と
知
っ
た
時
、
母
い
つ
子

は
言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い
心
の

傷
を
負
い
ま
し
た
。
赤
ん
坊
の
伸

行
君
と
二
人
で
毎
日
泣
き
明
か
し
、

絶
望
と
不
安
の
日
々
が
続
き
ま
し

た
。

　

そ
ん
な
中
、
同
じ
く
視
覚
障
害

を
持
つ
作
家
・
福
沢
美
和
さ
ん
と

の
出
会
い
を
き
っ
か
け
に
、
い
つ

子
さ
ん
は
少
し
ず
つ
本
来
の
明
る

さ
を
取
り
戻
し
は
じ
め
ま
す
。

「
障
害
者
ら
し
く
」
で
は
な
く

「
こ
の
子
ら
し
く
」
生
き
て
欲
し

い
、
と
。
徐
々
に
生
き
る
勇
気
を

奮
い
立
た
せ
、
伸
行
君
の
才
能
や

個
性
を
生
か
し
た
子
育
て
を
模
索

し
て
い
く
過
程
が
つ
づ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
伸
行
君
は
ピ
ア
ニ
ス
ト

と
し
て
歩
み
始
め
ま
し
た
。

　

さ
て
『
仏
説
阿
弥
陀
経
（
あ
み

だ
き
ょ
う
）
』
に
、
極
楽
浄
土
に

は
、
大
き
な
蓮
の
花
が
咲
い
て
お

り
、
赤
い
花
び
ら
か
ら
は
赤
い
光

が
出
て
い
て
、
青
い
花
か
ら
は
青

い
光
が
、
白
い
花
か
ら
は
白
い
光

が
、
黄
色
の
花
か
ら
は
黄
色
の
光

が
放
た
れ
て
い
る
、
と
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
経
典
は
、
ま
る
で
童
謡
の

よ
う
な
感
性
（
こ
こ
ろ
）
豊
か
な

世
界
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
大
人
に
な
る
に
し

た
が
っ
て
、
そ
う
し
た
豊
か
な
感

性
（
こ
こ
ろ
）
を
そ
ぎ
落
と
し
て

来
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

あ
ら
ゆ
る
も
の
、
あ
ら
ゆ
る
生

き
物
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
働
き
、
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特

徴
（
個
性
）
、
才
能
が
あ
り
、
み

ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
の

で
す
。

み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い

み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い

永
楽
寺
住
職　

永  

江  

竜  

心

文
中
で
紹
介
し
た
辻
井
い
つ
子
著

「
今
日
の
風
、
な
に
色
？
」
（
ア

ス
コ
ム
刊
、
２
２
１
㌻
）
は
文
化

交
流
館
に
蔵
書
が
あ
り
ま
す
。
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子育てチャンネル子育てチャンネル
保健だより
for Healthy Life

塩
分
摂
り
過
ぎ
要
注
意

減
塩
味
噌
汁
で
家
族
そ
ろ
っ
て
生
き
生
き
健
康
!

　

味
覚
は
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
で
大
き
く

影
響
し
ま
す
。
濃
い
味
に
慣
れ
育
っ
て
き

た
人
が
、
薄
味
に
慣
れ
る
の
は
難
し
い
で

す
が
、
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
る
と
短
期
間

で
薄
味
に
抵
抗
が
な
く
な
る
と
い
う
デ
ー

タ
も
あ
り
ま
す
。
毎
日
の
食
卓
で
欠
か
せ

な
い
味
噌
汁
を
手
始
め
に
、
薄
味
を
実
践

し
ま
し
ょ
う
。

　

家
庭
に
よ
っ
て
味
噌
汁
の
濃
さ
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
が
、
一
般
に
１
人
分
で
「
大
さ

じ
３
分
の
２
」
く
ら
い
の
味
噌
を
使
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

ま
ず
は
味
噌
汁
１
杯
の
味
噌
の
量
を

「
大
さ
じ
２
分
の
１
」
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。
高
血
圧
の
方
な
ら
「
大
さ
じ
３
分
の

１
」
が
望
ま
し
い
量
で
す
。

薄
味
に
慣
れ
る
ポ
イ
ン
ト
〜
目
標
！

塩
分
は
１
日
10
グ
ラ
ム

そ
の
１
．
薄
味
の
基
準
を
舌
で
覚
え
る

　

基
準
を
知
る
た
め
に
薄
味
の
味
噌
汁
を

作
っ
て
み
ま
し
ょ
う

▼
作
り
方
（
２
人
分
）

（
１
）
３
０
０
㍉
㍑
分
の
だ
し
を
と
る
。

　

①
鍋
に
水
４
０
０
㍉
㍑
と
昆
布
３
㌘
を

入
れ
て
火
に
か
け
、
煮
立
つ
直
前
に
昆
布

を
取
り
出
し
、
か
つ
お
節
６
㌘
を
加
え
て

１
分
ほ
ど
煮
、
火
を
消
し
て
こ
す
。

　

②
出
来
上
が
っ
た
だ
し
汁
を
鍋
に
入
れ

る
。
足
り
な
け
れ
ば
水
を
足
し
て
３
０
０

㍉
㍑
に
す
る
。

（
２
）
具
の
麩
（
ふ
）
を
加
え
（
豆
腐
や

野
菜
は
水
分
が
出
て
し
ま
い
不
適
）
、
味

噌
大
さ
じ
１
（
す
り
切
り
量
）
を
加
え
て

再
び
火
に
か
け
、
煮
立
っ
た
ら
す
ぐ
に
火

を
消
す
。

　

こ
の
味
が
ち
ょ
う
ど
良
い
と
感
じ
る
な

ら
薄
味
好
み
、
足
り
な
い
な
ら
普
通
か
濃

い
味
好
み
で
す
。

そ
の
２
．
家
族
に
内
緒
で

　

「
薄
味
に
し
た
」
と
最
初
に
聞
か
さ

れ
て
し
ま
う
と
意
識
し
て
し
ま
い
、
余

計
に
味
に
物
足
り
な
さ
を
感
じ
て
し
ま

い
ま
す
。
ま
ず
は
内
緒
で
。

そ
の
３
．
少
し
ず
つ
反
応
を
見
な
が
ら

　

一
度
に
目
標
量
ま
で
味
噌
を
減
ら
し
て

し
ま
う
と
、
家
族
か
ら
苦
情
が
出
て
長
続

き
し
ま
せ
ん
。
気
付
か
な
い
う
ち
に
薄
味

に
慣
れ
て
い
く
の
が
理
想
で
す
。

　

味
噌
の
量
を
少
し
減
ら
し
て
10
日
間
続

け
、
ま
た
少
し
減
ら
し
て
10
日
間
続
け
る

こ
と
を
繰
り
返
し
ま
す
。

　

家
族
に
「
薄
い
」
と
言
わ
れ
た
ら
ペ
ー

ス
を
落
と
し
、
舌
が
慣
れ
る
ス
ピ
ー
ド
に

合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

そ
の
４
．
煮
立
て
す
ぎ
な
い

　

味
噌
汁
は
煮
立
た
せ
な
い
の
が
お
い
し

い
コ
ツ
。
薄
味
の
味
噌
汁
を
作
る
う
え
で

も
重
要
で
す
。

　

火
を
消
し
て
味
噌
を
と
き
入
れ
、
再
加

熱
し
た
ら
、
沸
騰
直
前
に
火
を
消
し
ま
す
。

だ
し
の
分
量
は
、
お
わ
ん
１
杯
に
だ
し
４

分
の
３
が
目
安
。
火
の
通
り
に
く
い
素
材

を
具
に
す
る
時
は
、
煮
て
い
る
間
の
蒸
発

分
を
含
め
て
だ
し
の
量
を
少
し
多
め
に
し

ま
し
ょ
う
（
イ
ン
ス
タ
ン
ト
の
だ
し
は
塩

分
量
が
多
い
の
で
、
煮
干
に
変
え
る
だ
け

で
も
減
塩
に
つ
な
が
り
ま
す
）
。

◎
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
保
健
相
談
室
に
塩

分
測
定
器
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
貸
し
出

し
も
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
ご
自
分
の

家
の
味
噌
汁
塩
分
量
を
測
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。

塩
分
摂
り
過
ぎ
要
注
意

減
塩
味
噌
汁
で
家
族
そ
ろ
っ
て
生
き
生
き
健
康
！

　

突
然
の
脳
卒
中
、
心
臓
病
、
糖
尿
病
は
、
あ
な
た
の
寿
命
を
奪
う
恐
ろ
し
い
大
敵
。
そ
の
原
因
は
毎
日
の
食
事
で
摂
り

過
ぎ
て
い
る
塩
分
で
す
。
取
り
過
ぎ
の
塩
分
濃
度
を
薄
め
る
た
め
に
、
体
内
の
水
分
が
増
え
て
し
ま
い
、
高
血
圧
に―

。

そ
れ
が
血
管
の
弾
力
性
を
な
く
し
て
硬
く
し
、
動
脈
硬
化
の
原
因
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
一
度
固
く
な
っ
た
動
脈
は
元

に
は
戻
り
ま
せ
ん
。
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
健
康
で
暮
ら
す
た
め
に
毎
日
の
食
事
で
上
手
に
塩
分
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

試してみよう！
塩分･ナトリウム換算式
試してみよう！

塩分･ナトリウム換算式

加工食品等に表示してあるナトリウム量を
塩分に換算すると

食塩相当分（g）＝
ナトリウム量（mg）×2.54

1,000
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N
o.663 January 2009 本誌の印刷には、大豆インクを使用しています。

また用紙には再生紙（100％）を使用しています。

1月 January

保健カレンダー
お問い合わせ
●住民福祉課保健指導室　☎82－2111

【1月分】
13:00～14:00
13:30～　　  

10:00～13:00
12:30～　　  

9:30～12:00

＜地域子育て支援センター＞
申し込み・お問い合わせ　
地域子育て支援センター（☎82－5100）

＜遊びの広場＞
（毎週月・火・水曜日プレイルーム開放）……9:00～12:00
6日・7日・13日・14日・19日・20日・21日・26日・
27日・28日

※会場は幼児センターです！

おいしい手料理
　ちょっと晴れがましい新春気分のひととき、正月料理に
飽きたら手作りケーキで気分を変えて楽しいティータイム
をどうぞ。

＜材料＞18×７パウンド型1本分
●さつまいも…(小)1本
●バター…5ｇ
●薄力粉…100g
●ベーキングパウダー…小さじ2分の1強

≪下準備≫
1.玉子、バターは室温に戻しておく。
2.薄力粉とベーキングパウダーを合わせ、ふるっておく。
3.ケーキを焼く型にバター(分量外)を塗って紙を敷いておく。
4.オーブンをセ氏180度に熱しておく。

＜作り方＞
① さつまいもはところどころ皮をむき、5～10ミリ角に切って水に
　 さらす。
② ライパンにバターを解かし、水気を拭いたさつまいもを、色が黄
　 色く鮮やかになるまでソテー。バットなどに移して余分な油分を
　 取っておく。
③ バターとグラニュー糖を、ボールの中で泡立て器で白っぽくふわ
　 ふわになるまでよく混ぜる（バターは指で押して跡が付くくらい
　 柔らかい状態に）。
④ 解きほぐした玉子を③に2～3回に分けて加え入れ、その都度よく
　 混ぜる。
⑤ ふるった粉類を④に再度ふるい入れ、ゴムのへらで粉っ気がなく
　 なるまで混ぜる。
⑥ 生地の３分の１量を型に入れたところで、切っておいたさつまい
　 もの半量をちらし入れ、残りのさつまいもは、残りの生地を型に
　 入れた上に散らして、最後にゴマを散らす。
⑦ 予熱したオーブンに型に入った生地を入れ、35～40分程度焼く。
　 竹串を刺して何もついてこなければ焼き上がり。
⑧ 粗熱が取れたら出来上がったケーキを型から出し、完全に冷めた
　 ら完成。

　薄力粉の20～30％をアーモンドプードルに換えて加えると、さら
にコクのある仕上がりになります。冷めたらラップで包み、4、5日
間は冷蔵庫で保存可能です。召し上がる時に室温に戻しましょう
（パウンドケーキは、通常冷蔵庫で1カ月間ほど保存できますが、こ
のケーキは傷みやすいさつまいもを使っているので、お早めに召し
上がってください）。

（高橋　美智子さん）

【食べて健康・豆知識】
　手作りのケーキは自己流にアレンジが効き、さつまいもの代わり
にお正月に残った黒豆なども代用できそうです。
　黒豆を入れる場合は、豆に小麦粉をまぶしておくと沈まないで仕
上がります。お子さんと一緒に作ってみましょう。家族みんなでお
いしいお菓子を楽しむことで、冬休みの思い出にもなります。
　ただし、パウンドケーキはバターや砂糖などが入るので、カロリ
ーは高めです。ケーキを10等分に切り分けると、１切れで200㌔
㌍になります。

　　　　　　　　　　　（住民福祉課栄養士　中村　弘美さん）

　ちょっと晴れがましい新春気分のひととき、正月料理に
飽きたら手作りケーキで気分を変えて楽しいティータイム
をどうぞ。

＜材料＞18×７パウンド型1本分
●さつまいも…(小)1本
●バター…5ｇ（さつまいもソテー用）
●薄力粉…100g
●ベーキングパウダー…小さじ2分の1強

≪下準備≫
1.玉子、バターは室温に戻しておく。
2.薄力粉とベーキングパウダーを合わせ、ふるっておく。
3.ケーキを焼く型にバター(分量外)を塗って紙を敷いておく。
4.オーブンをセ氏180度に熱しておく。

＜作り方＞
① さつまいもはところどころ皮をむき、5～10ミリ角に切って水に
　 さらす。
② ライパンにバターを解かし、水気を拭いたさつまいもを、色が黄
　 色く鮮やかになるまでソテー。バットなどに移して余分な油分を
　 取っておく。
③ バターとグラニュー糖を、ボールの中で泡立て器で白っぽくふわ
　 ふわになるまでよく混ぜる（指で押して跡がつくくらい柔らかく
　 したバターとグラニュー糖をボールに入れ、泡立て器で白っぽく
　 ふわふわになるまでよく混ぜる）。
④ 解きほぐした玉子を③に2～3回に分けて加え入れ、その都度よく
　 混ぜる。
⑤ ふるった粉類を④に再度ふるい入れ、ゴムのへらで粉っ気がなく
　 なるまで混ぜる。
⑥ 生地の３分の１量を型に入れたところで、切っておいたさつまい
　 もの半量をちらし入れ、残りのさつまいもは、残りの生地を型に
　 入れた上に散らして、最後にゴマを散らす。
⑦ 予熱したオーブンに型に入った生地を入れ、35～40分程度焼く。
　 竹串を刺して何もついてこなければ焼き上がり。
⑧ 粗熱が取れたら出来上がったケーキを型から出し、完全に冷めた
　 ら完成。

　薄力粉の20～30％をアーモンドプードルに換えて加えると、さら
にコクのある仕上がりになります。冷めたらラップで包み、4、5日
間は冷蔵庫で保存可能です。召し上がる時に室温に戻しましょう
（パウンドケーキは、通常冷蔵庫で1カ月間ほど保存できますが、こ
のケーキは傷みやすいさつまいもを使っているので、お早めに召し
上がってください）。　　　　　　　　　　（高橋　美智子さん）

【食べて健康・豆知識】
　手作りのケーキは自己流にアレンジが効き、さつまいもの代わり
にお正月に残った黒豆なども代用できそうです。
　黒豆を入れる場合は、豆に小麦粉をまぶしておくと沈まないで仕
上がります。お子さんと一緒に作ってみましょう。家族みんなでお
いしいお菓子を楽しむことで、冬休みの思い出にもなります。
　ただし、パウンドケーキはバターや砂糖などが入るので、カロリ
ーは高めです。ケーキを10等分に切り分けると、１切れで200㌔

㌍になります。　　　　（住民福祉課栄養士　中村　弘美さん）

おいしい手料理

 ちょっと和風な味わい…

【さつまいものパウンドケーキ】

※会場は保健福祉センターです！

【2月分】

9日

20日
21日
26日
30日

（金）

（火）
（水）
（月）
（金）

ごっくん教室
乳幼児健診
　　　　　　　　　（通知者以外は14:30～）
栄養教室
1歳6カ月児健診
子育て相談
ノルディックウォーキング

6日
18日
23日
27日

（金）
（水）
（月）
（金）

もぐもぐ教室、乳幼児健診
栄養教室
子育て相談
3歳児健診

申し込み制

申し込み制
予約制

インターネットでも情報満載!!
広報ひがしかわのバックナンバーや町の情報がリアルタイムにインターネットで紹介されていますので、
こちらのチェックを忘れずに！

■東川町オフィシャルサイト  http://town.higashikawa.hokkaido.jp/

●玉子…100g（Mｻｲｽﾞ2個）
●無塩バター…100g
●グラニュー糖…95g
●ゴマ(白・黒)…適量


